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第̍章 ཁ֓ۀࣄ 第̍章֓ۀࣄཁ

第 １章
事 業 概 要

1.安心・安全な話し合いの場をつくること

ϑΝγϦςーλーͱࢀՃऀͱの৴པؔͮ͘܎Γ΍ɺ
たΊʹɺ͏ߦΓをͮ͘܎のԠ౴తͳؔޓՃऀ૬ࢀ
୯ൃͰはͳ͘ɺશ̑ճの࿈ଓੑを࣋ͬたϓϩά
ϥϜ಺༰Ͱワークγϣッϓをߏ੒した。ࢀՃऀ
がܧଓしてࢀՃし΍͍࣌͢ظɾ೔ఔをݕ࠶౼͢
Δͱͱ΋ʹɺ୲౰՝ͱ協ٞの্Ͱ݄�ճɺ̑ ϲ݄
ʢ݄ؒ̔ʙ��݄ʣͰ実施した。またɺখάϧーϓ

の࿩し߹͍をαϙート͢ΔʮάϧーϓϑΝγϦ
ςーλーʯͱしてࢀՃऀʹͱͬて೥ྸの͍ۙɺݚ
मを受けたେ学ੜを഑ஔした。

2.「�自分たちの声によって、状況が変わるかもしれ
ない」という体験を通して自己効力感を高める
こと

ʮࣗ෼たͪが੠を͋͛Δɺ動͘͜ͱͰɺঢ়گがม
ΘΔ͔΋しΕͳ͍ʯͱ͍͏ମݧはɺࢀՃऀࣗ਎の
ʹΊΔ͜ͱʢΤϯύワϝϯトʣߴをײྗޮݾࣗ ͭ
ͳがΓɺ事業ऴྃޙ΋ࢀՃऀがܧଓして市੓౳
ʹؔΘͬて͍͘͜ͱをޙԡしして͍͘ͱ͑ߟΒ
ΕΔ。ࠓ೥౓のϓϩάϥϜʹ͓͍てはɺதߴੜੈ
୅の੠がΑΓ市੓のऔΓ૊ΈʹܨがΓ΍͘͢ͳ
Δ͜ͱをૂ͍ɺ提ҊʹؔΘΔςーϚઃ定を武蔵
野市͔Β提ࣔして΋Β͏͜ͱͱした。΋ͪΖΜ
ʹऴճʹઃ定したʮ市੓提Ҋձʯ࠷ ͍ͭてはྫ೥
同༷ʹ提Ҋを一ํతʹ市੓ ʮʹ఻͑Δʯͩ けͰͳ
͘ɺ市ؔऀ܎ͱҙ׵ަݟを͜͏ߦͱがͰ͖Δ࣌
ؒをे෼ʹ֬อしɺ۩ମతͳʮԠ౴ʯを΋Β͑Δ
Α͏ͳ޻෉をͬߦた。

3.地域資源を積極的に活用し、権利を支える大人
を増やすこと

ঢ়を஌ΔたΊʹϑΟーϧυワーݱՃऀがまͪのࢀ
クを実施した。またɺͦ の४උաఔ΍市੓提Ҋձ
ʹ͓͍てɺ༷ ʑͳཱ৔Ͱ武蔵野市ʹؔΘΔେ人
ͱ本事業ʹࢀՃ͢Δ市಺ࡏ ɾॅࡏ学のதߴੜੈ
୅がग़ձ͍ɺҙ׵ަݟを͜͏ߦͱʹΑͬて૒ํ
の͖ͮؾͱ学ͼをਂΊΔͱ同࣌ʹ本事業ʮ5FFOT
ϜαΧπʯを͑ࢧΔ౔৕を࡞Δ͜ͱをૂͬた。

4.市の青少年事業等と情報交換を行い、連携の可
能性を模索すること

本事業のࢀՃͱೝ஌の੄野を͛޿ΔたΊʹɺ্
ؔʹの活༻ͱ同༷ʹ市಺の੨গ೥ݯࢿの஍Ҭه
ΘΔ事業ऀͱのҙ׵ަݟをͬߦた。またɺ一೔׬
利ݖͲ΋のࢠワークγϣッϓをʮ武蔵野市ܕ݁
の೔ʯのؔ࿈Πϕϯトͱして実施した。

1. 事業目的

˙ தߴੜੈ୅ワークγϣッϓʮ5FFOTϜαΧπʯ
はɺকདྷを୲͏ੈ୅が市੓΍஍Ҭ活動౳ʹؔ৺
を࣋ͪɺ市の施ࡦʹؔ͢ΔཧղをਂΊたΓɺࣗ ෼
たͪのੈ୅޲けの事業ʹ͍ͭての提ݴをͬߦた
ΓͰ͖Δ৔をͭ͘Δ͜ͱを໨తͱした事業Ͱ͋
Δ。ྩ ࿨̑೥݄̐ʹ施͞ߦΕたʮ武蔵野市ࢠͲ΋
のݖ利৚ྫʯͰはɺࢠͲ΋がʮҙݟをද໌しɺࢀ
Ճ͢Δݖ利ʯʢୈ̏৚ٴͼୈ̍̓৚ɾୈ̍̔৚ʣが
定ΊΒΕて͓Γɺதߴੜੈ୅のҙݟද໌ٴͼࢀ
Ճのݖ利を実࣭తʹอো͢ΔたΊの施ࡦͱしてɺ
本事業はॏཁͳ໾ׂを୲ͬて͍Δ。
˙ 本事業はɺ武蔵野市がฏ੒̎̕೥౓ΑΓ実施
して͖たʢฏ੒̎̕೥౓͓Αͼฏ੒̏̌೥౓は

ʮதߴੜੈ୅޿৔ʯͱ͍͏໊শͰ実施ʣ。ྩ ࿨̑೥
౓ʙ�೥౓はɺ特定非営利活動法人文化学習協同
ネットワークʢ本部：౦ژ౎ࡾୋ市ʣが本事業を
受託ɾӡ営して͍Δ。ͳ͓ɺྩ ࿨̑೥౓まͰはࢠ
Ͳ΋Ոఉ部ࢠͲ΋ࢠҭてࢧԉ՝がॴ؅Ͱ͋ͬた
がɺྩ ࿨̒೥౓ΑΓࢠͲ΋Ոఉ部ࣇಐ੨গ೥՝
ʹҠ؅͞Εた。
˙ ྩ࿨�೥౓はɺʮh ͜ΜͳまͪʹͳͬたΒ͍͍ͳʱ
を市੓ʹʯを೥ؒςーϚʹઃ定した。
લ೥౓ͱ同ςーϚͰは͋Δがɺࠓ೥౓はʮΑΓ実
࣭తͳ提Ҋを市੓ʹಧけΔ͜ͱʯɺͦ ΕʹΑͬて

ʮ市੓がதߴੜੈ୅の提Ҋを۩ମతͳऔΓ૊Έʹ
མͱしࠐΈ΍͘͢͢Δʯをૂ͍ɺݕ౼ςーϚを武
蔵野市の֤部ॺ͔ΒืूしɺࢀՃऀʹ౤͔͛けた。
ϓϩάϥϜをཱҊ͢Δʹ͋たΓɺҎԼの̐఺を
ॏࢹした。
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2.プログラム概要

˙ ྩ࿨̓೥౓はʮh ͜ΜͳまͪʹͳͬたΒ͍͍ͳ をɦ市੓ʹʯを೥ؒςー
ϚͱしɺҎԼの௨Γશ̑ճのϓϩάϥϜを実施した。

ɺ本ମϓϩάϥϜͱはผه্ ˙ ʮʹ武蔵野市ࢠͲ΋のݖ利の೔ʯؔ ࿈ϓϩ
άϥϜͱしてʮ:PVUI *EFB 4FTTJPOʯを実施した。ʢৄࡉは本ࢽ��ϖーδ
をࢀরʣ

4.運営体制について

˙ 実施ஂମʹ͓͍てɺ事業౷ׅ੹೚ऀ໊͓̍Α
ͼӡ営事຿໊̐ہの実施ମ੍をͭ͘Γɺ೥ؒϓ
ϩάϥϜをاըɾӡ営した。ワークγϣッϓ実施
ʹ͋たͬてはɺ市୲౰՝ͱຖճ事લʹଧ߹ͤを
Ճऀの༷ࢀɺワークγϣッϓのਐḿ͓Αͼ͍ߦ
༗した্Ͱɺワークγϣッϓ಺༰を協ٞڞをࢠ
した。
˙ ֤ճのワークγϣッϓશମをਐ͢ߦΔʮϝΠ
ϯϑΝγϦςーλーʯはɺ事業౷ׅ੹೚ऀ͓Αͼ
ӡ営事຿ہ৬һが୲ͬた。実施ஂମがӡ営͢Δ
ϑϦーεクーϧ事業౳ʹ͓͍てɺதߴੜੈ୅ͱ
ؔΘͬて͖たݧܦが๛෋ͳ৬һを഑ஔした。またɺ
খάϧーϓʹ͓けΔ࿩し߹͍をิॿ͢Δʮάϧー
ϓϑΝγϦςーλーʯͱしてɺ実施ஂମがେ学ੜ
౳をืूしɺ഑ஔした。実施ஂମ৬һΑΓ΋ࢀՃ
ऀͱ೥ྸの͍ۙେ学ੜが࿩し߹͍のαϙート໾
を୲͏͜ͱͰɺࢀՃऀͱのؔͮ͘܎Γ΍ҙݟを
଴した。ͳ͓ɺظをͭ͘Δ͜ͱをؾ΍͍͢งғ͍ݴ
άϧーϓϑΝγϦςーλーのϑΝγϦςーγϣ
ϯεΩϧ্޲のたΊɺҎԼのऔΓ૊Έを実施した。

w ̍άϧーϓʹෳ਺のϑΝγϦςーλーを഑ஔしɺ
૬ޓの͖ͮؾをଅ͢͜ͱ

w 実施ஂମ৬һをάϧーϓϑΝγϦςーλーͱ
して഑ஔしɺඞཁʹԠ͡てॿݴ౳を͜͏ߦͱ

w ॳճ͔Βஈ֊తʹ໾ׂを͛޿ɺঃʑʹେ͖ͳ
໾ׂを୲ͬて΋Β͏͜ͱ

w 事લ͓Αͼ事ޙのৼΓฦΓをஸೡʹ͍ߦɺࢀ
ՃऀͱのؔΘΓをৼΓฦΔػձを΋ͭ͜ͱ

wʮϑΝγϦςーλーݚमʯを̎ճ実施しʢৄࡉ
はୈ̑ষʹࡌهʣɺϑΝγϦςーγϣϯʹඞཁ
ͳૅجతͳࢹ఺͓Αͼ࢟੎を਎ʹͭけΔͱڞʹɺ
事業のૂ͍ʹ͍ͭてڞ௨ೝࣝを࣋ͭ͜ͱ

3.ワークショップ参加者について

˙ 本事業のର৅ऀはɺʮ武蔵野市ॅࡏまたはࡏ学のதߴੜੈ୅ʯͰ͋Δ。
事業の޿ใ͓ΑͼࢀՃऀืूはɺ武蔵野市がͬߦた。
w प஌ํ法：市ใɺ市̝̥ɺ市ެ̨̨̣ࣜɺΉ͞しの'.ɺνϥγ഑෍ͳͲ

˙ 定һ��໊ఔ౓ʢਃࠐॱʣのͱ͜Ζɺ࠷ऴతͳࢀՃऀは��໊。ࢀՃऀ��
໊のߏ੒はҎԼの௨ΓͰ͋Δ。
w த学ੜ೥୅：��໊ߴɺ ࡏੜ೥୅：��໊ɺߍ ：ॅ��໊ɺࡏ学�໊
w աڈの5FFOTϜαΧπ事業ࢀՃ ：ऀ�໊

˙ ຖճ実施લʹɺ事業੹೚ऀɺӡ営事຿ہɺ͓ Α
ͼάϧーϓϑΝγϦςーλーͰɺ事લϛーςΟ
ϯάをͬߦた。લճまͰのৼΓฦΓɺࢀՃऀの
༗しͳがΒ౰֘ճの໨త΍ワーク಺༰ɺڞをࢠ༷
֤άϧーϓのϝϯόーߏ੒౳を֬ೝしɺਐߦ΍
αϙートํ法ʹ͍ͭて協ٞした。またɺ実施ޙの
ৼΓฦΓϛーςΟϯάͰはɺ֤ άϧーϓͰの࿩
し߹͍の༷ࢠをڞ༗͢Δͱͱ΋ʹɺࢀՃऀ一人
ͻͱΓの༷ࢠをڞ༗しɺʮ҆৺ɾ̓ શͳ࿩し߹͍
の৔ʯをͭ͘ΔたΊʹɺͲのΑ͏ͳ͔͔ΘΓがඞ
ཁ͔ɺϑΝγϦςーλーͱしてେ事ͳࢹ఺をݕ౼ɾ
。༗したڞ
Ճऀͱの࿈བྷखஈͱしてɺϝーϧʹՃ͑てࢀ ˙
-*/&Φーϓϯνϟットػೳを活༻した。ొ ࿥は
೚ҙͱしɺ事લ࿈བྷ౳はϝーϧɺΦーϓϯνϟッ
トの૒ํを活༻した。

˙ άϧーϓϑΝγϦςーλーのߏ੒はҎԼの௨
ΓͰ͋Δ。

※ େ学ੜの͏ͪ̑ ໊はɺ実施ஂମがӡ営͢ΔϑϦーεクーϧ事業΍学
習ࢧԉ事業ʹϘϥϯςΟΞͱしてܧଓతʹؔΘ て͍ͬΔ学ੜͰ͋Δ。
ͳ͓ɺաڈの5FFOTϜαΧπࢀՃ ʢऀࡏݱはେ学ੜʣが�໊ࢀՃした。

第1回

第3回

第5回

第2回

第4回

8月25日（月） 10:30～17:00

武蔵野商工会館（ゼロワンホール）

オリエンテーション
• 年間テーマ及びプログラム概要の確認
• 武蔵野市各部署からのテーマ案の投げかけと市職員と

の意見交換
• テーマの決定と次回フィールドワークの準備

日時

場所

概要

9月21日（日）  9:30～17:00

各フィールドワーク先 及び 武蔵野商工会館（ゼロワンホール）

フィールドワーク
以下の２つのグループに分かれてフィールドワークに取り
組んだ。
• 中高生世代の相談環境について

→武蔵野市子どもの権利擁護センター、武蔵野プレイス、
武蔵野市若者サポート事業「みらいる」

• テンミリオンハウスを活用した多世代交流の取り組みに
ついて
→テンミリオンハウスそ～らの家

日時

場所

概要

11月23日（日・祝）10:30～17:30

武蔵野商工会館（ゼロワンホール）

プレ提案会
テーマを提示した部署の職員を迎え、プレ提案会を実施した。
提示した部署に自分たちの願いやアイデアがしっかり届く
ように、そして最終回でより多くの方に分かり易く伝わるよ
うに、意見交換を行いながら提案の仕上げに取り組んだ。

日時

場所

概要

12月21日（日） 11:00～18:00
※市政提案会は13:30～16:00で実施

武蔵野スイングホール（レインボーサロン）

市政提案会
市政提案会「『こんなまちになったらいいな』を伝えよう」
を開催した。全体発表およびポスターセッションを通して、
市長・教育長をはじめ市職員、地域の方と意見交換を行い、
最終的なまとめを行った。全５回の振り返りおよび修了式
を行った。

日時

場所

概要

10月19日（日） 10:30～17:30

武蔵野商工会館（ゼロワンホール）

• フィールドワークを振り返り、考えたことを整理した。
• ４つのグループに分かれて具体的な提案作りに着手し、

「誰に」「何を」伝えるのか、ポイントを絞り提案の大枠
を作成した。

日時

場所

概要

グループファシリテーターの構成

合計 12名
大学生������11名

実施団体職員����1名
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第 ２ 章
各 回 の 記 録

第
１
回

出 会う
テーマの導入とグループづくり

所 感

T
e
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n
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参
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提
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て
、

個
々
が
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り
組
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マ
を
決
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た
う
え
で
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ル
ー
プ
を
作
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受෇࣌ʹはۓுײが͔ͬߴたࢀՃऀたͪͩͬたがɺྫ ೥Ҏ্ʹ
ΞΠεϒϨークの࣌ؒを࡞ΓϨクϦΤーγϣϯを௨してަྲྀを
ਤΔ͜ͱͰޕલதのஈ֊Ͱ一定のؔߏੑ܎ஙを͜͏ߦͱがग़དྷ
た。またɺॳΊてのࢼΈͰ͋Δ武蔵野市͔ΒのςーϚ提Ҋͱ୲౰
৬һͱのҙ׵ަݟ΋ॳճʹ΋ؔΘΒͣ੝گͰ͋ͬた。ͦ の一ํͰɺ
事業ࢀՃਃ໊��ऀࠐத��໊がܽ੮ͱ͍͏ঢ়گはɺ൴Βがޙࠓの
ϓϩάϥϜを実施͢Δ্ͰのϑΝγϦςーλー΍ࢀՃऀのؔ܎
ੑのߏங΍ޙࠓʹؔΘΔʢςーϚを֬定͢Δʣେ੾ͳػձをಀ͢
͜ͱʹͳΓɺ݁ ՌͱしてޙのϓϩάϥϜʹ΋Өڹをٴ΅した。

実 施 プ ログ ラム

1.事業概要説明
5FFOTϜαΧπの֓ཁを武蔵野市୲౰՝ʢࣇಐ
੨গ೥՝ʣΑΓɺࠓ೥౓のςーϚ΍�೥のεέ
δϡーϧを事業受託ஂମͰ͋Δ特定非営利活動
法人文化学習協同ネットワークΑΓઆ໌をͬߦた。

2.アイスブレーク
ྫ೥ɺάϧーϓをݻ定した্ͰのऔΓ૊Έがओ
ମͱͳΓɺʮશମͰのަྲྀがগͳ͍ʯͱ͍͏੠΋
͋ͬた͜ͱ͔ΒΞΠεϒϨークの࣌ؒをし͔ͬ
Γͱ֬อしɺࣗ ঺հ΍ήーϜͳͲを௨͡たؔݾ
。たͬߦஙをߏ܎

3.テーマ提案と意見交換
ੜੈ୅の੠をʮௌ͖た͍ɺௌ͍てΈߴ೥౓はதࠓ
た͍ʯ武蔵野市໾ॴの֤部ॺ͔ΒީิͱͳΔςー
Ϛを提ࣔして΋Β͍ɺҙ׵ަݟをͬߦた্Ͱςー
Ϛをબ୒ɺάϧーϐϯάをͬߦた。
提ࣔ͞ΕたςーϚはҎԼ
w தߴੜੈ୅の૬ஊڥ؀ʹ͍ͭてʢࣇಐ੨গ೥

՝ʣ
w ςϯϛϦΦϯϋ΢εを活༻したଟੈ୅ަྲྀの

औΓ૊Έʹ͍ͭてʢࢧऀྸߴԉ՝ʣ
w தߴੜੈ୅が利༻した͍ɺ࢖༻し΍͍͢ެԂ

ʹ͍ͭてʢ྘のまͪਪਐ՝ʣ
※ʢʣ಺はςーϚを提ࣔした部ॺ໊

の̏ςーϚʹ͍ͭてɺ֤ه্ 部ॺの৬һ͔Β۩
ମతʹҙݟをௌ͖た͍ϙΠϯトͳͲをࣔして΋
Βͬた্Ͱɺ֤ ςーϚʹ͍ͭて৬һͱࢀՃऀが
ҙ׵ަݟをͬߦた。ҙ׵ަݟͰはɺςーϚʹؔΘ
Δ市಺のऔΓ૊Έをৄし͘આ໌して΋ΒͬたΓɺ
೔ৗͰのࠔΓ͝ͱ΍ςーϚʹؔΘΔ༷ʑͳ施ઃ
の利༻のํ࢓ʹ͍ͭてڞ༗をͬߦた。
実施೔౰೔のࢀՃऀが૝定ΑΓ΋গͳ͔ͬたた
Ίɺʮதߴੜੈ୅が利༻した͍ɺ࢖༻し΍͍͢ެ
Ԃʹ͍ͭてʯをআ̎͘ςーϚͰޙのワークをߦ
͏͜ͱͱした。

※ʮதߴੜੈ୅が利༻した͍ɺ࢖༻し΍͍͢ެԂʹ͍ͭてʯ
のҙ׵ަݟの಺༰ʹ͍ͭてはר຤ࢿྉをࢀর。

実 施 目 的

日時 2025年8月25日（月）
場所 武蔵野商工会館 市民会議室

ゼロワンホール
参加者 14人
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第
２
回

知る・学 ぶ
フィールドワークと振り返り

所 感

テ
ー
マ
に
関
わ
る
公
共
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

実
際
に
見
学
を
し
た
り
話
を
聞
き
、武
蔵
野
市
の「
い
ま
」を
体
感
す
る

活
動
を
通
し
て
知
っ
た
こ
と
、考
え
た
こ
と
を
も
と
に

自
分
た
ち
の
視
点
で
ど
ん
な
提
案
に
繋
が
り
そ
う
か

グ
ル
ー
プ
内
で
キ
ー
ワ
ー
ド
や
ア
イ
デ
ア
を
集
積
し
て
い
く

લճのςーϚܾ定を΋ͱʹ実施したϑΟーϧυワークはɺ̎ ͭ
のάϧーϓͱ΋ʹࢀՃऀたͪのܹࢗʹͳͬて͍た。ී ஈ઀఺
のແ͍͜ͱʹ৮Εた͜ͱͰ学Μͩ͜ͱ΍৽઱ͳٙ໰をཔΓʹ
ख୳ΓͳがΒ΋ɺ提Ҋ࡞੒ʹ޲けたૉ஍がάϧーϓͱしてܗʹ
ͳΓ࢝Ίた。

日時 2025年9月21日（日）
場所 武蔵野商工会館　市民会議室ゼロワンホール及び

フィールドワーク受入施設
参加者 17人

実 施 プ ログ ラム

2.振り返り
中高生世代の相談環境について
άϧーϓが෼͔ΕたઌͰݟた΋のɺฉ͍た͜ͱ
をڞ༗しɺϑΟーϧυワークશମのײ૝ަྲྀを
ʹた。特ʹ࿩୊ʹ্がͬたのはʮ૬ஊの࣭ʯͬߦ
͍ͭて。͍ ͡Ί΍ٮ଴ͳͲのʮղܾがඞཁͳ૬
ஊʯ͔ Βɺ೔ʑの۪ஒのΑ͏ͳʮͱΓ͋͑ͣฉ͍
て΄し͍૬ஊʯまͰ༷ʑͳ࣭の૬ஊが͋Γɺͦ
ΕʹΑͬて૬ஊ͢Δ৔΍૬खをม͑た͍ͱ͍͏
࿩がग़た。

テンミリオンハウスを活用した多世代交流の取
り組みについて
け͹୭͔ߦた一ͭがʮͬ࢒ʹՃऀのதͰҹ৅ࢀ
ʹձ͑Δͱͬࢥて利༻͞Εて͍Δํがଟ͍ʯͱ
͍͏͜ͱ。೔ʑϓϩάϥϜが͋Γɺʮ学ߍΈた͍ʯ
ͱද͢ݱΔࢀՃऀ΋͍た。ଟੈ୅ͩけΕͲʮର
౳ʯʹ ग़ձͬて஥ྑ͘ͳΕͳ͍͔ʁͳͲޙࠓの
提Ҋ࡞Γʹ޲けてͦΕͧΕが͡ײた͜ͱをڞ༗
した。

1.フィールドワーク
中高生世代の相談環境についてʢ��໊ʣ
武蔵野市ࢠͲ΋のݖ利༴ޢηϯλーʮま΋ϧー
Ϝʯɣ 武蔵野ϓϨΠε ஍Լ�֊੨গ೥ϑϩΞ΋
し͘は武蔵野市एऀαϙート事業ʮΈΒ͍Δʯ
૬ஊをςーϚʹ活動͢ΔࢀՃऀたͪはɺ࠷ॳʹ
武蔵野市໾ॴ಺ʹઃஔ͞ΕたࢠͲ΋のݖ利༴ޢ
ηϯλーをݟ学した。ͦ の̎ޙνーϜʹ෼͔Ε
て武蔵野ϓϨΠεͱएऀαϙート事業ʮΈΒ͍
Δʯをݟ学ɺͦ ΕͧΕのऔΓ૊Έʹ͍ͭて͓࿩
をͬ࢕た。

テンミリオンハウスを活用した多世代交流の取
り組みについてʢ�໊ʣ
ςϯϛϦΦϯϋ΢εͦʙΒのՈ
தߴੜੈ୅ʹͱͬてೃછΈのͳ͍ࢧऀྸߴԉ施
ઃͰ͋ΔςϯϛϦΦϯϋ΢ε。ͦ ΋ͦ΋の੒Γ
ཱͪ΍೔ʑのऔΓ૊Έɺ利༻ऀのํʑのա͝し
ํʹ͍ͭて͓࿩をͬ࢕た。

1.グループセッション
ୈ�ճのϑΟーϧυワークʹࢀՃͰ͖て͍ͳ͍
ͱ΋౿ま͑てɺॳճ͜͏ߦՃऀのϑΥϩーをࢀ
のςーϚબ୒ͱલճのϑΟーϧυワークʹ͓け
Δ施ઃݟ学をܦての͖ͮؾ΍ײ૝をڞ༗しɺࢀ
Ճϝϯόーࢹ఺Ͱの՝୊΍ΞΠσΞͳͲग़し߹
͍ͳがΒ提Ҋ࡞੒ʹ޲けた࡞ૅجΓʹऔΓ૊Μͩ。

2.グループワーク
ϑΟーϧυワークのࡍʹ෼͔Εた̎ͭのάϧー
ϓを΋ͱʹɺ্ のάϧーϓηッγϣϯを௨͡ه
て՝୊ײ΍ڵຯؔ৺͔Β̐ͭの提Ҋάϧーϓを
੒͢Δ提࡞。たͬߦ੒を࡞Γɺ۩ମతͳ提Ҋ࡞
Ҋを̡ ୭ʹʳ̡ͳͥ ఻r͑Δの͔ͱ͍͏͜ͱをࢀՃ
ऀたͪがڞ௨ೝࣝͱして΋ͬて΋Β͏͜ͱを໨
తͱしͳがΒٞ࿦をల։して͍ͬた。

中高生世代の相談環境について
ɾ૬ஊʹͭͳがΔまͰのϓϩηε
ɾதߴੜʹͱͬてཧ૝の૬ஊڥ؀

テンミリオンハウスを活用した多世代交流の取
り組みについて
ɾςϯϛϦΦϯϋ΢εを८ΔελϯϓϥϦーの

実施
ɾϘϥϯςΟΞを௨͡てதߴੜʹͱͬてςϯϛ

ϦΦϯϋ΢εを਎ۙʹ

࣍ճʢୈ�ճʣのϓϨ提Ҋձʹ޲けてɺ্ の提ه
Ҋをӡ営ଆが༧Ί४උしたεϥΠυςϯϓϨー
ト΍໛଄ࢴʹΩϟッνϑϨーζ΍۩ମతͳΞΠ
σΞͳͲをまͱΊた。

実 施 目 的

つくる
提案作成

所 感

第
1
〜
2
回
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
休
ん
だ
参
加
者
も
含
め
て
、

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
議
論
内
容
な
ど
を
お
さ
ら
い
し

前
提
を
共
有
し
た
上
で
提
案
作
成
に
向
け
た
下
地
を
作
る

次
回
実
施
す
る
プ
レ
提
案
会
に
向
け
て
、

伝
え
る
相
手
と
の
や
り
取
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

基
本
的
な
提
案
の
概
要
を
作
成
す
る

ϑΟーϧυワークをܦてɺ͜ のճͩけͰ提Ҋを実࣭׬੒ͤ͞Δ
ͱ͍͏εέδϡーϧはɺ同࣌ؒ͡਺Ͱ΋ෳ਺ճͰはͳ͍ͱ͍͏
఺ʹ͓͍てࢀՃऀʹͱͬてはෛ୲ʹͳͬたͱ૝૾Ͱ͖Δ。࿈ଓ
Ճをલ提ͱして͍ΔҎ্ɺϑΥϩーの࣭をͲ͜まͰ୲อ͢Δࢀ
΂͖͔ͱ͍͏՝୊のதͰɺॳճ΋し͘はલճをܽ੮したࢀՃऀ
ʹͱͬてはϑΥϩーをͬߦたͱして΋ଞのࢀՃऀͱ同͡໨ઢͰ
のٞ࿦は೉し͔ͬたͱৼΓ͔͑͟Δをಘͳ͍。
ςーϚが一定ܾまͬて͍Δελート͔ͩΒ͜ ʮͦঢ়گʹԠ͡た
ํ਑のస׵ʯが೉し͔ͬたͱ͍͏఺΋౿ま͑Δͱɺεέδϡー
ϧの૊ΈํのΈͳΒͣɺߦ੓ɺࢀՃऀɺӡ営のऀࡾʹͱͬてόϥ
ϯεのऔΕた࠷దղをͲ͏ਾ͑て͍͘͜ͱがग़དྷΔ͔がޙࠓの
ӡ営ʹ͓けΔ՝୊ͱͳΔ。

日時 2025年10月19日（日）

場所 武蔵野商工会館 市民会議室ゼロワンホール

参加者 17人

実 施 プ ログ ラム 実 施 目 的

第
3
回



伝 える v o l . 2
市政提案会「こんな‘まち’に
なったらいいな」を伝えよう
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所 感

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
成
し
た
提
案
を
武
蔵
野
市
に
関
わ
る

大
人（
市
長
、教
育
長
、行
政
職
員
、地
域
の
方
々
）に
直
接
伝
え
る

「
提
言
」に
対
す
る
意
見
交
換
を
行
い
、感
想
や
質
疑
な

ど
様
々
な
形
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
う

一
定
の
達
成
感
と
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
醸
成
し
、

次
年
度
以
降
の
取
り
組
み
に
繋
げ
て
い
く

 提ҊձはʮϜαΧπࢀՃऀの΋のʯͱ͍͏ίϯηϓトͰɺ࠷௿
ͱしܗて΋Β͏ͬߦՃऀࣗ਎Ͱࢀʣをࡰのӡ営ʢ࢘ձɺ։ձѫݶ
た。લ೥౓ʹҾ͖ଓ ʮ͖ҙ׵ަݟの࣌ؒが଍Γͳ͔ͬたʯͱ͍
ऴճを͍͔ʹకΊ͘͘Δの͔は࠷ޙࠓΒΕɺͤد૝がଟ͘ײ͏
Ҿ͖ଓ͖՝୊ͱͳΔ。またɺதߴੜੈ୅の૬ஊڥ؀ʹ͍ͭて提
Ҋを࡞੒した̎ͭのάϧーϓは提Ҋのߏ੒্ɺશମൃදを̎ͭ
ʹまͱΊ͟Δを͑ͳ͔ͬた。ͦ ΕがཁҼͱͳΓɺதߴੜੈ୅̍
人̍人がདྷ৔ऀͱݴ༿をަΘ͢ػձΑΓ΋ɺ提Ҋࣗମのઆ໌の
ϘϦϡーϜが૿͑てしまͬた͜ͱはϓϩάϥϜઃܭを͑ߟΔ
্Ͱのޙࠓの՝୊ͱͳͬた。

日時 2025年12月21日（日）

場所 武蔵野スイングホール レインボーサロン

参加者 参加メンバー 22人　来場者 15人

実 施 目 的

第
4
回

伝 える v o l . 1
プレ提案会

所 感

武
蔵
野
市
に
提
案
す
る
「
素
案
」
を
も
と
に
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
政
担
当
者
（
大
人
）の
視
点
を
交
え
な
が
ら

丁
寧
に
意
見
交
換
を
行
う

意
見
交
換
を
も
と
に
素
案
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
、

次
回
の
市
政
提
案
会
に
向
け
て
提
案
内
容
と

そ
れ
に
伴
う
資
料
を
完
成
さ
せ
る

ϓϨ提Ҋを実施したҙਤはɺʮςーϚを提Ҋした୲౰՝ʢ৬һʣ
が事લʹ提Ҋのશ๴を೺Ѳし本提Ҋの׬੒౓をߴΊΔαϙー
トを͢Δ͜ͱʯʮࢀՃճ਺΍೥ྸͳͲのཁҼͰ提Ҋ࡞੒΁のؔ
ΘΓʹೱ୶が͋Δ֤ࢀՃऀが提Ҋのཧղͱޠݴ化をਂΊΔ͜ͱʯ
ͩͬた。提Ҋձʹ޲けた࿅習ͱ͍͏ҙຯͰ΋ɺ૒ํͱ΋ʹྑ͍
݁ՌʹܨがͬたͱࢥΘΕΔ。

日時 2025年11月23日（日・祝）

場所 武蔵野商工会館 市民会議室ゼロワンホール

参加者 15人

実 施 プ ログ ラム

1.グループワーク①
ݪけてɺεϥΠυͱൃද޲ʹのϓϨ提Ҋձޙޕ
੒ͤ͞ɺൃ׬をߘ ද࣌の໾ׂ෼୲の΄͔ɺ࣍ ճ
の提Ҋձʹ͓͍て΋࢖༻͞ΕΔ෭࣍ࢿྉʢ໛଄
。੒ʹ΋औΓ૊Μͩ࡞ʣのࢴ

2.プレ提案会・意見交換会
ୈ�ճのςーϚ提ࣔをͬߦた武蔵野市৬һʹ޲
けてɺϓϨ提Ҋを実施した。εϥΠυʹΑΔൃ
දをͬߦたޙʹɺ֤ 提Ҋάϧーϓを୲౰՝৬һ

ʢ一部ӡ営法人৬һʣがपΓɺৄ を׵ަݟͳҙࡉ
。たͬߦ

3.グループワーク②
ᶃൃද༻ 115ɹᶄϙελーηッγϣϯ༻໛଄
൛ɾ֤ࡉʢৄࢴ άϧーϓ͝ͱʣ
Ҏ্�఺の੍࡞をワークʹ૊ΈࠐΜͩ。115ʹ
͍ͭてはج本తͳͻͳܕを༧Ί४උしΠϝーδ
をし΍͘͢͢Δ一ํͰɺ໛଄ࢴʹ͍ͭては֤ά
ϧーϓのάϧーϓϑΝγϦςーλーͱࢀՃऀが
໨͢ࢦ提ҊʹԠ͡た࡞੒ͱした。

実 施 目 的

第
5
回

実 施 プ ログ ラム

１ 事前準備
けてɺൃ޲ʹの提Ҋձޙޕ ද࡞ߘݪ੒΍Ϧϋーα
ϧͳͲ֤άϧーϓͰޙ࠷の٧Ί࡞業ʹऔΓ૊Μͩ。

２ 市政提案会「こんな‘まち’になったらい
いな」を伝えよう
提Ҋձདྷ৔ऀ
খඒೱ市௕ɺڭݪ٢ҭ௕ɺ武蔵野市໾ॴ֤ؔ܎
՝ʢࢧऀྸߴԉ՝ɺࣇಐ੨গ೥՝ɺࢠͲ΋ࢠҭて
ԉ՝ɺੜ֔学習εϙーπ՝ʣɺ5FFOTϜαΧπࢧ
Ͱ͓ੈ࿩ʹͳͬた஍Ҭのํʑ
ᴷ
λΠϜςーϒϧ
w શମൃද：શ�άϧーϓ֤�෼ఔ౓のεϥΠυ

ʹΑΔશମൃද
w ϙελーηッγϣϯ：શ̐άϧーϓが࡞੒し

た໛଄ࢴをలࣔしたϒーεをઃஔしɺདྷ৔ऀ
はࣗ༝ʹ֤ϒーεをճΓͳがΒϜαΧπࢀՃ
ऀͱ��෼�άϧーϓを໨҆ʹҙ׵ަݟをͬߦ
た。

w 市௕ɺڭҭ௕ʹΑΔߨධ：֤ άϧーϓの提Ҋ
ʹର͢ΔϑΟーυόックɺҙ׵ަݟͰのײ૝
ͳͲ

３ ふりかえり、まとめ
提Ҋձདྷ৔ऀがୀ৔のޙɺάϧーϓ͝ͱʹདྷ৔
ऀ͔ΒͤدΒΕたײ૝΍ҙݟʹ໨を௨しͳがΒ
هʑのৼΓฦΓϨϙートをݸɺ͍ߦ૝ަྲྀをײ
ೖしてશ�ճのまͱΊͱした。

４ 修了式
άϧーϓϑΝγϦςーλーΑΓ�໊ͣͭमྃূ
をख౉しɺ一ײͭͣݴ૝をまΘ͢ܗͰमྃࣜを
。たͬߦ
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所 感

武蔵野市ࢠͲ΋のݖ利の೔Πϕϯ
ト޲ʹ౼ݕけɺ୯ൃのワークγϣッ
ϓを実施した。ྩ ࿨�೥ʹ実施༧定
のΠϕϯト಺༰ʹ͍ͭてのΞΠσ
ΞをूΊΔϓϩάϥϜͰ͋Γɺ۩
ମతͳΞΠσΞͱはڑ཭が͋Δ΋
ののࣗ༝ͳൃ૝Ͱ༷ʑͳΞΠσΞ
をҾ͖ग़͢͜ͱがͰ͖た。実ࡍの
Πϕϯト実施をݟਾ͑ɺࢲたͪେ
人がͲ͜まͰखをିしɺ࿮૊Έを
੔͑ɺதߴੜੈ୅のखʹ委Ͷて͍
͘の͔。またɺࠓճのࢀՃऀҎ֎の
ΑΓଟ͘の੠をௌ͖औΓɺΞΠσ
Ξの۩ମ化ʹ޲けた࢓૊Έͮ͘Γ
をͬߦて͍͘の͔がޙࠓの՝୊ͱ
ͳΔͩΖ͏。

Teens ムサカツ関連企画
Youth Idea Session

武蔵野市子どもの権利条例（権利の日）に
ついて知る

R8～9年に実施予定の
Youth Festa（仮）に向けて、
中高生世代が関心のあること、
楽しいと思えるアイデアを出し合う

中高生世代の主体的な事業運営を
見据えて、コミュニティ作りを目指す

実 施 プ ログ ラム

アイスブレーク
όーεσーϥΠϯ΍�Ϛεࣗݾ঺հͰશମɺ
ςーϒϧ͝ͱのަྲྀをਤΓͳがΒۓுを΄
͙して͍ͬた。

ワーク①
ࣗ෼のڵຯ΍ؔ৺をॻ͖ग़͢ݸ人ワークを
。༗をし߹ͬたڞてɺάϧーϓؒͰܦ

事例紹介
同ੈ୅がΠϕϯトをاըɾ実施した事ྫを
ӡ営ଆ͔Β̎ྫɺ武蔵野市の୲౰՝৬һが�
ྫɺྫ̐ܭを঺հしΠϝーδ࡞Γをͬߦた。

ワーク②
લஈのڵຯɾؔ ৺のϦεトΞッϓを΋ͱʹɺ
ΑΓ۩ମతͳاըͱして͑ߟてΈΔ。اը
ΞΠσΞがग़ἧͬたஈ֊ͰશମͰのڞ༗を
。たͬߦ

実 施 目 的

日時 202５年11月29日(土)
場所 武蔵野市役所　802会議室
時間 14:00～17:30
参加者 15名（中学生12名、高校生3名 ／ 市内在住13名、市内在学2名）

参 加 者 の 振り返りアンケートより

w ऴྃޙ ʮʹৼΓฦΓΞϯέートʯを実施したʢճ
౴਺O���ʣ。

wʮશମతͳຬ଍౓ʯはɺʮຬ଍ʯが໊̔ɺʮ΍΍ຬ଍ʯ
が໊̑ɺʮま͋ま͋ʯが໊̍ͩͬたʢʮ΍΍ෆຬʯʮෆ
ຬʯは໊̌ʣ。

w ҎԼɺʮࢀՃしてΈての͖ͮؾʯʢࣗ༝هड़ʣのί
ϝϯトをൈਮ͢Δ。
ˠ৭ʑͳ人が͍て໘ന͔ͬた。ΈΜͳが͑ߟた

͜ͱがͳ͍ɺ΍ͬた͜ͱがͳ͍ߦ事を͑ߟた͍。
ˠଞの人ͱूまͬて͑ߟΔ͜ͱͰࣗ෼ʹはͳ͍

࢐৽ͳΞΠσΞを஌Δ͜ͱがͰ͖た。
ˠ実͢ߦΔたΊのγϡϛϨーγϣϯ΍ϓϨθϯ

まͰग़དྷたΒ͍͍ͱͬࢥた。
ˠࣗ෼Ͱは͔͍ͭࢥͳ͍ΞΠσΞがた͘͞ΜͰ

ͱͬて΋΍Γが͍が͋Δͱͬࢥた。
ˠ学ߍͰ΋ΞϯέートをしてΈた͍。
ˠ஍ҬのΠϕϯトを΋ͬͱ๛͔ʹして͍͖た͍

ͱͬࢥた。
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第 ３ 章 提 言 ま と め
提案内容は参加者の声を大切にしながら、
運営側で整理をしています。
参加者が作成した提案会当日のスライドや
原稿は巻末資料をご覧ください。
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͜の提Ҋを͢Δཧ༝はೋͭ͋Δ。一ͭ໨はɺʮଟੈ୅ͱのަྲྀを΋ͬ
ͱਂΊた͍ʯͱ͍͏͜ͱ。ೋͭ໨はɺʮςϯϛϦΦϯϋ΢εのଘࡏを஌ͬ
て΋Β͏ʯͱ͍͏͜ͱ。
ଟੈ୅ަྲྀのςーϚʹ͍ͭて࿩͢தͰɺʮςϯϛϦΦϯϋ΢εを਎ۙ
ͳଘࡏʹʯʮएऀੈ୅ʹڵຯؔ৺を΋ͬて΋Β͍た͍ʯͱ͍͏市のχー
ζͱɺʮzָしͦ͏z΍zワクワクzが΄し͍ʯͱ͍͏தߴੜのχーζ
の྆ํʹ͜た͑Δ提Ҋをͭ͘Ζ͏ͱした。ͦ ΋ͦ΋தߴੜੈ୅がς
ϯϛϦΦϯϋ΢εʹ͍ͭて஌Βͳ͍͜ͱ͔ΒɺελϯϓϥϦーのΑ
͏ͳΠϕϯトʹしたΒ͓΋しΖͦ͏ͱ͍͏͜ͱͰ͜の提Ҋʹͳͬた。

提 案 の 背景

ςϯϛϦΦϯϋ΢εͰのଟੈ୅ަྲྀʹ͍ͭてɺʮڵຯが͋ΔけͲ༐ؾ
がग़ͳ͘てϘϥϯςΟΞͳͲʹདྷΒΕͳ͍人が͍Δʯͱ͍͏՝୊が
͋Δͱ͑ߟた。ࢀՃしͮΒ͍ཧ༝ͱしてはɺςϯϛϦΦϯϋ΢εがͲ
ΜͳงғؾͰ活動して͍Δの͔が෼͔Βͳ͍͜ͱɺͲΜͳ人ͱؔΘ
Δ͔Πϝーδが͔ͭͳ͍͜ͱɺத਎が഑હͳͲ一ํతͳ΋のͩͱؔ
ΘΓͮΒ͍ͳͲが͋Δ。
΋͏一ͭのάϧーϓʹɺϘϥϯςΟΞʹڵຯを͖͔࣋ͭͬけを࣋ͬ
て΋Β͏たΊのൃදʢελϯϓϥϦーの提Ҋʣをして΋ΒͬたのͰɺ
͋Δఔ౓ڵຯを࣋ͬた人ୡをର৅ʹ͢Δ͜ͱʹした。

提 案 の 背景

市内のテンミリオンハウスをまわるスタンプラリー
を行う

提 案 内 容

テンミリオンハウスでの「ボランティア」を中高生
にとってもっと参加しやすくする

提 案 内 容

テンミリー
～スタンプを添えて～

キャッチフレ ーズ

テンミリオンハウスをボランティ
アで身近な場所に

キャッチフレ ーズ

A チ ーム B チ ーム

提 案 のポイント

1.「ミッション」の設定
たͩελϯϓをԡͩ͢けͰはʮଟੈ୅ަྲྀʯʹ ͭͳがΒͳ͍のͰɺ֤
ςϯϛϦΦϯϋ΢εͰʮϛッγϣϯʯをઃ定͢Δ。ʮϛッγϣϯʯのྫはɺ
ςϯϛϦΦϯϋ΢εͰ೔ৗతʹ։͞࠵Εて͍ΔϓϩάϥϜʹࢀՃ͢
ΔͳͲͰ͋Δ。

2.利用者と関係性を築く⇔それぞれの特色を知る
ελϯϓϥϦーのํ法はೋͭ͑ߟた。一ͭ໨の΍Γํはɺ一͔ॴのς
ϯϛϦΦϯϋ΢εʹԿճ͔ͬߦて΋Β͍ΠϕϯトʹࢀՃして΋Β͏
ʹ同͡人たͪͱԿճ΋ަྲྀ͢Δ͜ͱがͰ͖ɺςϯϛϦΦϯϋ΢ε。ܗ
དྷΒΕΔํたͪはօ͞Μ஍ҬのํたͪͳのͰɺ利༻ऀのํͱؔੑ܎
をங͘͜ͱがͰ͖Δ。
ೋͭ໨の΍Γํはɺ武蔵野市಺ʹ͋ΔςϯϛϦΦϯϋ΢ἐ͔ॴを
ͦΕͧΕͬߦて΋Β͍ΠϕϯトʹࢀՃして΋Β͏ܗ。武蔵野市಺の
ͦΕͧΕのςϯϛϦΦϯϋ΢εの特৭ͳͲʹ͍ͭてʮまͣ஌ͬて΋
Β͏ʯͱ͍͏͜ͱがՄೳͱͳΔ。

3.長期休み期間の実施と「報酬」
։ظ࣌࠵はɺ௕ٳظΈʢՆɾౙʣの̎೔ؒͱ͍͏ܗを͑ߟた。Ҡ動はɺ
ెาͩけͰͳ͘όε΍ిंの利༻΋Մʹ͢ΔʢόεはϜーόεの利
༻をਪ঑ʣ。またɺελϯϓϥϦーを͢Δͱ͖ʹɺࢀՃしたճ਺΍৔
ॴの਺ʹԠ͡てɺ260 ΧーυͳͲのʮใुʯが͋ΔͱதߴੜのࢀՃ
をଅ͢͜ͱがͰ͖Δ。

提 案 のポイント

1.きっかけづくり
ϘϥϯςΟΞの৘ใをͦ΋ͦ΋஌Βͳ͍͜ͱがଟ͍たΊɺ͖ ͔ͬけ
。Γがඞཁͩ࡞
一ͭ໨はɺ学ߍͰ഑Δͱ͍͏ํ法。学ߍͰνϥγを഑Ε͹ɺͦ Εをݟ
ͤて༑ୡを༠͍΍্͍͢ɺ਌ʹ΋ʮ͜Εʹͬߦて͘ΔͶʯͱݴʹܰؾ
͍΍͍͢。͞ Βʹɺ市ใͳͲをݟͳ͍人ʹ΋৘ใがಧ͖΍͍͢。
ೋͭ໨ʹɺνϥγʹաڈのϘϥϯςΟΞ౳のࢀՃऀのײ૝をͤࡌΔ
͜ͱͰɺςϯϛϦΦϯϋ΢εのงғؾを஌Δ͜ͱがͰ͖Δ。
໨ʹɺ4/4ͩͱ市のΞΧ΢ϯトͳͲをϑΥϩーして͍Δ人ʹしͭࡾ
͔৘ใがಧ͔ͳ͍たΊɺεーύーɺࣔܝ൘ɺӺͳͲのた͘͞Μの人が
໨ʹͭ͘৔ॴʹϙελーをషΔ͜ͱ。

2.利用者さんとかかわる「実感」を得る
活動಺༰はɺ利༻ऀ͞Μͱ一ॹʹ͢Δɺ利༻ऀ͞Μʹ͑ڭて΋Β͏ɺ
。が͋ΔͭࡾΔɺの͑ڭたͪがࢲ
ྫ͑͹ɺฤΈ෺΍ॻಓͳͲ೔ৗతʹͬߦて͍Δاըを一ॹʹ΍Δͱɺ
利༻ऀ͞Μͱのڑ཭がۙ͘ͳͬて࿩し΍͘͢ͳΔ。またɺੲ༡ͼ΍ମ
て΋Β͏ͱɺී͑ڭしたྺ࢙ͳͲをݧ ஈのੜ活Ͱは͑ߟͳ͍͜ͱを
͞。ձʹ΋ͳΔػΔ͑ߟ Βʹɺࢲたͪが$IBU(15΍ɺ-*/&ͳͲの࢖
͍ํを͑ڭΔ͜ͱ΋Ͱ͖Δ͔΋しΕͳ͍。
利༻ऀ͞Μʹͳʹ͔をʮして͋͛ͳ͖Όʯͱ͍͏ΑΓ΋ʮର౳ʹʯ͔
͔ΘΓた͍ͱ͍͏͍ئ΋͋Γɺ͜ のΑ͏ͳ活動を௨してɺ利༻ऀ͞Μ
ͱ͔͔ΘΔʮ実ײʯがಘΒΕΔͱ͍͍。

3.長期休みに・友だちと
活動ʹ一人ͰࢀՃ͢ΔのはϋーυϧͳたΊɺ༑ୡͱ一ॹʹɺՆٳΈظ
ؒͳͲʹࢀՃͰ͖ΔͩܗͱΑ͍。またɺԿをしたΒ利༻͢Δํʑがت
ΜͰ͘ΕΔの͔まͩΠϝーδしͮΒ͍たΊɺ΍Δ͜ͱはલ΋ͬてܾ
Ίて͋ͬたํがࢀՃし΍͍͢。

テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
多
世
代
交
流

提案づくりのプロセス①
「フィールドワークの振り返り」

テンミリが大事にしていること
ʢϑΟーϧυワークのײ૝ΑΓʣ

w ੈ୅ࠩが͋まΓͳ ʢ͍ऀྸߴͲ͏しʣのが࿩し
΍͍͢ɺ࿩が߹͏

w ͞ま͟まͳϓϩάϥϜが͋Δߴ。 ྸऀの学ߍ
のΑ͏ͳͬͩ͡ײた。

w ʮߦけ͹୭͔ʹձ͑Δʯͱ͍͏のをָしΈʹし
て͍Δ

w ຖճの͓ன͝൧のཱݙ΍ΠϕϯトがָしΈʂ
w をଚॏ͢Δ͜ͱݟ本人のҙऀྸߴ
w 利༻ऀ͞Μがまたདྷた͍ͳͬて͓΋͑ΔΑ͏

ʹ
w ΠϕϯトͰは஍ҬͱのͭͳがΓをେ੾ʹして

͍Δ

交流しづらい理由
w ͦ΋ͦ΋ࣗ෼の૆෕฼ͱձΘͳ͍
w ೔ৗతʹऀྸߴͱؔΘΓがͳ͍
w 同͡࿩୊ͰしΌ΂Δ͜ͱが೉し͍
w 同ੈ୅が͍ͳ͍ͱ͜Ζʹ一人Ͱは͖ͮߦΒ͍
w Ͳ͏͍͏งғ͔ؾΘ͔Βͳ͍
w ʮ๩し͍ʯがઌʹ͖てしま͏
w ʢ学ߍͰ΍ΔͱͳΕ͹͘ߦけͲʣ
w ʮϘϥϯςΟΞʯͩ ͱ一ํత͗͢Δ
w ʮ事લ༧໿ʯがϋーυϧ
w தߴੜのߦけΔ࣌ؒʹ։͍て͍ͳ ʢ͍஗͘ま

Ͱ΍ͬて͍Δ೔が͋Ε͹ʜ໷の部ʁே৯໨త
Ͱேૣ͔͘Β΍Δʁʣ

参加のきっかけ
w ༑͔ͩͪΒ༠ΘΕΕ͹
w ਌が஍Ҭ活動ʹؔΘͬて͍て༠ΘΕた
w Ճし΍͍͢ࢀͳͲ͔Βはࡇ͓
w ϚϯΨが͋ͬたΓษڧがͰ͖たΓߦʹܰؾけ

Δͱ͍͍
w ʮत業ʯͳΒ͘ߦʜʁ武蔵野市ຽՊのत業Ͱؔ

ΘΔػձが΄し͍

ଟੈ୅άϧーϓの提Ҋͮ͘Γはɺςϯϛ
ϦΦϯϋ΢εʮͦʙΒのՈʯʹ ϑΟーϧ
υワークʹͬߦたײ૝΍ࣗ෼たͪが͡ײ
たʮςϯϛϦΦϯϋ΢εがେ事ʹして͍
Δ͜ͱʯをग़し͋͏ͱ͜Ζ͔Β࢝まΓま
した。ͦ の্Ͱɺͦ ΋ͦ΋தߴੜੈ୅ʹ
ͱͬてはʮଟੈ୅ަྲྀʯ͢ Δʹ͋たͬてɺ
Ճのϋーυϧ΍ަྲྀのしͮΒ͞が͋Δࢀ
͜ͱɺͦ のたΊʹࢀՃの͖͔ͬけがඞཁ
ͳ͜ͱ΋࿩୊ʹͳΓました。
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ポスターセッションで
使用した提案模造紙

提案づくりのプロセス②
「市のニーズと中高生世代が
大事にしたいこと」

「担い手が足りない」なら…
w ब業ମݧ
w ॿけが΄し͍ͳʙʢ人खෆ଍ʣをิ͏
w ྉཧࣨڭをしͳがΒɺ͝ はΜをͭ͘Δʢ୲͍खɾ

ָしΉϞνϕーγϣϯʣ
w ࣗ෼͔ΒはϋーυϧߴΊ͔ͩΒϘϥϯςΟΞ

のืूΈた͍ʹして΄し͍
w Πϕϯトの։࠵が͋ΔのͳΒϘϥϯςΟΞత

ʹख఻͏
w ΞϧόΠトのΑ͏ͳܗͰืू͢Δ

「そもそもテンミリを知らない」ので…
w ελϯϓϥϦー
w খத学ੜがνϥγをͭͬ͘て഑Δ
w খதのެཱߍͰは૯߹తͳ学習Ͱʂʢ市΁の

తͳʣ͍ئ͓

ͦのޙɺʮࣗ෼たͪが΍Γた͍ͱͬࢥて
͍て΋ඞͣし΋市ʹ受け͍Εて΋Β͑Δ
͔෼͔Βͳ͍ʯʮͦ΋ͦ΋市はࣗ෼たͪ
ʹͳͥ͜のςーϚをग़して͍ΔΜͩͬ
けʁʯͱ͍͏੠を͖͔ͬけʹɺʮ市ʗςϯ
ϛϦΦϯϋ΢εの͍ئ΍ٻΊʯͱʮࣗ෼
たͪதߴੜੈ୅がେ事ʹした͍͜ͱʯを
一౓੔ཧ͢Δ͜ͱʹͳΓました。ͦ の্
Ͱɺ̎ ͭのཁૉを;ま͑てͲΜͳ提Ҋを
ͭͬ͘て͍͔͘ɺΞΠσΞをग़し͍͋ま
した。ଟ͘のதߴੜੈ୅はͦ΋ͦ΋ςϯ
ϛϦΦϯϋ΢εのଘࡏを஌Βͳ͍͜ͱ΍ɺ
活動はしてΈた͍人΋͍ΔけΕͲͭͳ
がͬて͍ͳ͍ݱঢ়が͋Δ͜ͱが՝୊ͱし
て͋がΓɺ࠷ऴతʹはʮελϯϓϥϦーʯ
ͱʮ৬৔ମݧʢͦのޙʮϘϥϯςΟΞʯʹ ʣʯ
の̎ͭのΞΠσΞを࣠ʹ提Ҋͮ͘Γをߦ
͏͜ͱʹͳΓました。

「もっと気軽になら行きたい」から…
w Ջͳͱ͖ʹϑϥッͱߦけΔΑ͏ͳ͡ײ΁
w ࣗ習݉;Ε͍͋εϖーεతͳ΋のが΄し͍

ʢ ：ྫϚϯΨɺϘーυήーϜʣ
w ଟ਺Ͱʢ༑ͩͪͳͲͱ一ॹʹʣߦけΔΑ͏ͳ

εϖーεが΄し͍
w ༧໿੍౓ͳし ʢʹதߴੜが͓ख఻͍ʹ͘ߦの

は事લ࿈བྷͳのͰʣ
w ϨεトϥϯʢのΑ͏ͳ৔ॴʣʹ ۙͮけΔ

中高生世代が大事にしたいこと
w たのし͍ɺワクワクのͳʹ͔ɺັ ྗが΄し͍
w ָし͘ա͢͜͝ͱ
w ʮָしͦ͏ʯʹ はझຯのڞ༗がඞཁ
w ʮして͋͛ͳ͖ΌʯΑΓʮର౳ʯʜʂ
w ༑ͩͪΈた͍ʹ͔͔͔ΘΓた͍
w ίϛϡχςΟを͛޿た͍ʂ

市・テンミリの願いや求め
w ୲͍खʹͳͬて΄し͍
w ςϯϛϦΦϯϋ΢εを਎ۙͳଘࡏʹ
w एऀੈ୅ʹ΋ڵຯɾؔ ৺を΋ͬて΄し͍
w ஍Ҭͱͭͳがͬて͍て΄し͍

「自分たちでつくる」なら…
w Πϕϯトͱはͬݴて΋ࣗ෼たͪओ࠵ͱ͔ͩͬ

たΒָし͍Μ͡Όͳ͍ʁ
w ࣗ෼たͪͰςϯϛϦΦϯϋ΢εの人たͪ΋

ָしΊΔΑ͏ͳήーϜを͑ߟて提Ҋ͢Δ
w தߴੜがؔΘΕΔ৽し͍ΞクςΟϏςΟを

ͭ͘Δʢ௕ٳظΈʣ
w ࣗ෼たͪͰ࠲ߨを͢Δ
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ポスターセッションで
使用した提案模造紙

来場者の付箋やアンケートより

市 長・教 育 長 の 講 評

まず若者と高齢者が一緒に何かする。今のテンミリオン
ハウスに通っていらっしゃる方、高齢者って、実はすごく
アクティブです。例えばバブルの時に経験した楽しいこ
とや苦労したことを聞いてみたら面白いかもしれません。
また、そういう人たちと一緒にイベントを作ったりすると、
ものすごいアイディアをたくさん持っているので、皆さん
が気づかなかったり、学校でも使えるような楽しいアイディ
アも知ることもできると思います。
次に、若者が教えるということ。アクティブな高齢者の
皆さんは生成AIやSNSを使ってみたいと思っている方
もいらっしゃると思います。 武蔵野市では、自分だけが
学ぶのではなく、学んだことを他の人に教えることによって、
またフィードバックをもらう、「学び送り」を推奨していま
す。この学び送りにも繋がっていくので、今の時代の「流
行り」を高齢者の方に教えるというのはとてもいいこと
だと思います。
今回皆さんが考えてくれたイベントをするにしても、高齢
者と中高生の接点を作るにしても、お互いWin-Winじゃ
なければ絶対上手くいかないと思うので、何かそういっ
たことをテーマにおいてやっていくと実現できるかなと
思いました。

─── 小美濃市長

テンミリオンハウスの提案について私が感じたのは「継
続性」です。みなさんにテンミリオンハウスのことを
知ってもらって、そこから先、中高生にとってテンミリ
オンハウスで交流することが、どんな意味を持つのか。
Win-Winの関係性と言うのでしょうか、学ぶ・教わる
という関係がテンミリオンハウスの中で、これからど
う繋がっていくかというのは、すごく大事かなと思って
います。例えば、私がいいなと思ったのは、中高生の
強みであるスマートフォンの利用の仕方やChatGPT
などを教えてあげること。その辺りはやはり高齢者の
方に苦手な方が多いので、そういった中高生の強み
を活かした形の交流であれば、お互いにメリットがあっ
て学ぶところが大きいのかなと思います。まずはテン
ミリオンハウスのことを知ってもらったその先、継続的
にどうやって中高生世代と利用者の方の交流を持続
するのかというあたりがすごく難しいですが、そこにしっ
かり視点を当ててまとめられていたので、すごく良かっ
たと思います。

─── 吉原教育長

དྷ৔ऀͱのҙ׵ަݟΑΓ
Q.「多世代交流」の中高生側のメリットは？そもそも「交流」したい？
w ୯७ʹ͓しΌ΂ΓͩけͰ΋たのし͍
w সإʹͳͬて΋Β͏のは͏Εし͍
w 人ੜݧܦが๛͔ͳ人た͔ͪͩΒ৽し͍͜ͱを஌ΕΔ͔΋しΕͳ͍
w たͱ͑͹ຑ੃のରઓがͰ͖たΒɺ;ͩΜ઀఺がͳ͍人ͱͰ͖Δのは͓΋しΖ͍
w ೥ྸがҧ͏͜ͱʹΑΔָし͞が͋Δ͔΋
w ؔΘͬたݧܦが͋まΓͳ͍のͰΠϝーδが͔ͭͳ͍のは͋Δ

•	 スタンプラリーの「ミッション」後にアンケートや感
想をもらうと、利用者じゃない人目線で感じることを
テンミリ側がキャッチできる
•	 スタンプラリーなどは入口であるので、継続性を考
えたときにテンミリの食事券を複数枚発行して友だ
ちと一緒に来られるようにして継続性を持たせるよ
うにしたい。
•	 学校のプログラムにくみこめるといいかも。
•	「担い手」ってだけでは若者に申し訳ないと思って
いる。

•	 市内に七カ所あるので、スタンプラリーは七か所ご
とに個性あるもので魅力をつくるのもあり
•	ミッションはテンミリの利用者と一緒に考えてもいい。
「張り合い」が生まれる。
•	 利用者である高齢の方のお話が直接聞けていない
ので、その解像度が低く感じた。
•	 今はチラシを市立校ではデータ配信に変わってしまっ
ているが、やはり紙で配られた方が友だちとそれを
見ながら話せて良いという意見が参考になった。
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ʮ૬ஊʯはதߴੜʹͱͬて਎ۙͳςーϚͰ͋ͬたがɺʮ૬ஊʯʹ ର͢Δ
ΠϝーδはඍົʹζϨて͍た。தߴੜはɺ೔ʑのੜ活Ͱ๊͑たෆຬ΍
۪ஒをൃ͢ࢄΔ৔をٻΊて͓Γɺͦ Εをʮ૬ஊʯͱଊ͑て͍Δϝϯόー
΋͍た。し͔しɺ一ํͰ͍͡Ί΍ٮ଴ͱ͍ͬたਂࠁͳ೰Έを૬ஊした
͍ͱͬࢥて͍Δϝϯόー΋͍た。またɺதߴੜは૬ஊして͍Δ͜ͱを
पғʹ஌ΒΕΔ͜ͱʹ͍ڧ఍ײ߅が͋Γɺʮʓʓ૬ஊࣨʯͱ͍ͬた૬
ஊして͍Δ͜ͱがόϨてしま͏৔ॴʹは͖ͮߦΒ͞が͋Δ。ͦ のたΊɺ
ま ʮͣ૬ஊ͢Δ͜ͱʯͰはͳ͘ɺʮډ৔ॴʹͭͳがΔ͜ͱʯを࠷ॳの͖ͬ
͔けͱ͢Δ͜ͱを提Ҋした。

提 案 の 背景

தߴੜʹͱͬてʮ૬ஊʯͱは෯͍޿ҙຯを࣋ͭがɺʮ૬ஊ͢Δ৔ʯをٻ
ΊΔதߴੜの੠はͬࢥて͍たҎ্ʹଟ͔ͬた。し͔しɺϑΟーϧυワー
クͰ͍͔ͭ͘の施ઃをݟ学したͱ͜Ζɺطଘの施ઃは利༻Ͱ͖Δ࣌
ؒが୹͘ɺதߴੜが์՝ޙʹ利༻͢Δ͜ͱが೉し͍ঢ়گʹ͋ͬた。ͦ
のたΊɺ͜ のάϧーϓͰはதߴੜの໨ઢͰࠓΑΓ΋ʮ૬ஊʯが利༻し
΍͘͢ͳΔたΊのํࡦを͑ߟた。ཧ૝を௥ٻした͜ͱͰ実޲ʹݱけ
たϋーυϧは͘ߴͳͬてしまͬた͔΋しΕͳ͍がɺதߴੜの೰Έ΍
ΜͩࠐΒर্͍͛たཁૉʢ૬ஊ৔ॴ΍૬ஊ૬खͳͲʣ΋੝Γ͔ײΓࠔ
提Ҋͱͳͬて͍Δ。

提 案 の 背景

「悩みを話す（＝相談）」ことを目的として行くので
はなく、「会話・雑談」を目的として居場所へ行き、そ
の先で悩みを相談につなげる！

提 案 内 容

多様な悩みを抱える中高生たちが、軽いか重いか
（相談の質）に関係なく、自分たちの想いを伝える

ことができる居場所づくりを提案する！

提 案 内 容

「信頼・安心」から
始まる相談を

キャッチフレ ーズ

おいでよ！悩める中高生の森
～行きやすい相談場所とは～

キャッチフレ ーズ

A チ ーム B チ ーム

提 案 のポイント

1.居場所を知る
まͣはɺډ৔ॴを஌ͬて΋ΒΘͳけΕ͹࢝まΒͳ͍。ΑΓଟ͘のதߴ
ੜの໨ʹಧ͘Α͏ʹɺ-*/&΍*OTUBHSBNͱ͍ͬた4/4を活༻して
৘ใをൃ৴͢Δ。またɺεϚϗを࣋ͬて͍ͳ͍人が͍Δ͜ͱ΋ྀߟし
て学ߍͰࢴのνϥγを഑෍して͍͘。

2.中高生に伝える情報とは
ʮ૬ஊ͢Δ͜ͱʯがϝΠϯの໨తͰはͳ͘ɺࡶஊ΍ษڧ΋Ͱ͖Δଟ໨

తͳډ৔ॴͰ͋Δ͜ͱを఻͑て͍͘。またɺॳΊて͘ߦ人ʹ΋Θ͔Γ
΍͘͢͢ΔたΊʹ利༻࣌ؒ΍૬ஊ૬खの৘ใɺ͜ ΕまͰʹͤدΒΕ
た૬ஊ಺༰ʢ※ʣͳͲ఻͑Δ。

ʢ※�ίϚອըのΑ͏ͳܗͰͤݟΒΕΔͱɺதߴੜ΋Πϝーδが๲Β
まͤ΍͍͢のͰはͳ͍͔ʣ

3.相談につながる仕組みづくり
ੜߴ৔ॴͰ͋ͬて΋ɺ೰Έ΍ᷤ౻を๊͑て͍ΔதډがޱॳのೖΓ࠷
はた͘͞Μ͍ΔたΊɺډ৔ॴのதͰのձ࿩΍ࡶஊを௨してඞཁͳ৔
߹ʹは૬ஊʹͭͳ͛て͍͘͜ͱがඞཁ。૬ஊʹͭͳがΔ͔Ͳ͏͔は
େ人が൑அ͢ΔのͰはͳ͘ɺதߴੜࣗ਎がࣗ෼のҙࢥͰͭͳがΔ͜
ͱがཧ૝త。ඞཁʹԠ͡てฉ͖ʹ͍͘͜ͱはΞϯέートの実施΋ݕ
౼͢Δ。

提 案 のポイント

1.対象を広げるための時間の延長
தߴੜのଟ͘は学ߍʹ௨ͬて͓Γɺ์ ՝ډʹޙ৔ॴ΍૬ஊを利༻し
た͍ͱͬࢥて͍ΔたΊɺͦ ΕがՄೳͱͳΔΑ͏ͳ࣌ؒઃ定をしてཉ
し͍。またɺ౔༵೔΍೔༵೔ʹ΋利༻Ͱ͖ΔͱΑΓ利༻͢Δதߴੜは
૿͑て͍͘ͱࢥΘΕΔ。

2.目的に応じた相談場所（スペース）の活用
தߴੜは૬ஊして͍Δ͜ͱをपΓʹ஌ΒΕΔ͜ͱ΁の఍ײ߅が͍ڧ
たΊɺ૬ஊして͍Δ͜ͱをޛΒΕͳ͍޻෉がඞཁͱͳΔ。(14Ͱ਌
ʹ͍Δ৔ॴを஌ΒΕてしま͏Ϧεクが͋ΔたΊɺ武蔵野ϓϨΠεの
Α͏ͳطଘの施ઃを活༻してཉし͍。またɺ施ઃのத΋૬ஊ͢Δϑϩ
Ξͱɺࡶஊɾ学習౳を͢ΔϑϩΞを෼けΔͳͲ૬ஊして͍Δ͜ͱがό
Ϩͳ͍Α͏ʹしてཉし͍。

3.相談相手についても多様性を
தߴੜの૬ஊ಺༰はଟذʹ౉Γま͢。େ人͔Β͢Ε͹ʮͦΕͬて૬ஊ
͢Δඞཁ͋Δʁʯͱٙ໰ʹ͏ࢥΑ͏ͳ಺༰΋͋Δ͔΋しΕまͤΜがɺ
ͳ͜ͱが՝୊ղܾʹͭͳがΔ͔΋しΕまͤΜ。೥ྸの͍ۙେ学ࡉࠣ
ੜ͔Β֨ࢿを࣋ͬたห࢜ޢまͰ෯͍޿೥ྸ૚Ͱɺ༷ ʑͳ৬छの人が
͍Δͱ૬ஊし΍͢͞は֨ஈʹ্がΔ。

中
高
生
世
代
の
相
談
環
境
に
つ
い
て

中高生の「相談」に対するニーズ

Q.どんな⼈になら相談しやすい？
w ૬ஊ಺༰ʢ೰Έʣʹ Αͬて૬खをબͼた͍。
w 。௨఺の͋Δ人ͱ࿩した͍ڞ
w ૬ஊは೥の͍ۙେ人ͱ࿩した͍。
w 。ѹతͰはͳ͍人が͍͍ߴ
w たͩ࿩をฉ͍てཉし͍。ΞυόΠεは͍Βͳ͍͔΋ʂ
w ૬ஊʹͬߦたΒɺ͔͏͜޲Β࿩し͔けてཉし͍。
w 。定の人ʢຖճܾまͬた人ʣが͍たΒ૬ஊし΍͍͢ݻ
w ʢ૬ஊ͢Δ人ͱʣ೔ৗతʹؔΘΓがཉし͍。
w ࿩した͍૬खをબͼた ʢ͍ϚッνϯάΞϓϦのΑ͏ͳʣ
w 学ߍʹはݴΘͳ͍Ͱཉし͍。
w ʮΘ͔ͬたʂΘ͔ͬたʂʯͩ けͰͳ͘ɺ൱定͢΂͖ͱ͜ΖはͪΌΜͱ൱定してཉし͍。
w ࣗ෼の͜ͱを͋Δఔ౓஌ͬて͘Εて͍Δେ人。
w 一ର一Ͱはͳ͘ɺ૬ஊ͢Δࡍʹຯํがཉし͍。

Q.親(保護者)ってどんな存在？
w ʢ૬ஊして͍Δ͜ͱをʣ஌ΒΕた͘ͳ͍ʂ
w ి࿩Ͱの૬ஊͩͱ਌ʹฉ͔ΕΔ。
w 学ߍの 1$ Ͱ૬ஊした͍。਌ʹόϨΔ͔Β。
w ਌ʹ૬ஊ͢Δͱॏ͘受けऔΒΕてしま͏。
w ଘの施ઃはೖΓ΍͢ط ʢ͍਌ʹઆ໌し΍͍͢ʣ

Q.スクールカウンセラーはどんな存在？
w εクーϧΧ΢ϯηϥーは学ߍのଉが͔͔ͬて͍ͦ͏。

。૬ஊしͮΒ͍ʹٯ
w εクーϧΧ΢ϯηϥーʹ৺を։͘のは೉し͍。
w εクーϧΧ΢ϯηϥーは਎ۙ͡Όͳ͍。ԕ͍ଘࡏ。
w Χ΢ϯηϥーʹ૬ஊして΋୲೚ʹ৘ใが͍ͬてし

ま͏のがݏ。
w िԿ೔͔し͔͍ͳ͍。༧໿΋ຒまͬて͍Δ。
w ຖ೔͍てཉし͍。
w อ݈ࣨ͡Όͳ͘て΋Ͳの৔ॴͰ΋૬ஊͰ͖Δのが

ཧ૝。
w ࿩し͔け΍͘͢͢ΔたΊʹはͲ͏したΒ͍͍Μͩ

Ζ͏ʁ

Q.相談って行きづらい？
w ༑ୡの঺հͩͱ͖ߦ΍͍͢。
w ૬ஊ͢Δͩけのʮ૭ޱʯʹ は͖ͮߦΒ͍。
w -*/&ɺ%.ʢμΠϨクトϝッηーδʣΈた͍ͳܰ͞ؾ

がཉし͍。
w ͳ࿩͹͔ΓͰͳ͘ɺ໌ࠁਂ Δ͍࿩΋してཉし͍。
w ೰Έがॏ͘ͳ͍ͱͪͬߦΌ͍けͳ͍の͔ʁ
w ٸ ʮʹ೰Έ͋Δʁʯはͪΐͬͱݏ。ग़ͤͱݴΘΕて

ग़Δ΋のͰはͳ͍。
w ʢͲΜͳ৔ॴ͔ʣޱίϛཉし͍͔΋。
w ਎ۙͳ人ʹはόϨた͘ͳ͍͔Βۙ͘はͪΐͬͱߦ

͖ͮΒ͍。
w ࣗવͱେ人ͱަྲྀͰ͖Δ৔ॴͩͱ࿩し΍͍͢。
w ૬ஊ͡Όͳ͘てෆຬを࿩した͍。
w ೰Έのࠟ੻は࢒した͘ͳ͍。
w ͦ΋ͦ΋૬ஊͬてͳΜͩΖ͏ʜʁ
w 学ߍͰ΍ͬて͍Δʮ͍͡ΊΞϯέートʯͬ てҙຯが

͋ΔΜͩΖ͏͔ʁઌੜ͔Βのѹが͋ͬてॻ͖ͮΒ
͔ͬた。

w ͝൧を৯΂たΓɺԿ͔をしͳがΒͩͱ૬ஊし΍͍͢。

தߴੜたͪがʮ૬ஊʯͱ͍͏ςーϚରして࠷ॳʹͲΜͳ૝͍を๊͍たの͔。ୈ � ճʙ� ճの࿩し߹͍のதͰ
ฉ͔Εて͍たதߴੜたͪの੠をまͱΊた。ݱঢ়ʹର͢Δෆຬ΍ཁ๬ͩけͰͳ͘ɺେ人ͱはগしҧͬたதߴੜ
ͳΒͰはのϦΞϧͳ૝͍がた͘͞Μग़て͖た。
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提案内容補足②提案内容補足①

最初の入り口はどうしたら？
w ೰Έを๊͑て૬ஊした͍人΋ɺͦ ͏͡Όͳ͍人΋Ͳ

ͪΒͰ΋利༻Ͱ͖Δ৔Ͱ͋Δ͜ͱがॏཁ。
w ૬ஊͰ͖Δʹܰؾ৔ॴʹͭͳがͬて͍Δ人Ͱ΋ډ

Α͏ʹɺಗ໊Ͱ࿈བྷͰ͖Δ-*/&΍νϟットを活༻
͢Δ。ʢి࿩ͩͱ಺༰を਌ʹฉ͔Εてしま͏Մೳੑ
が͋Δʣ

w ॳはχックネーϜ౳໊લを෬ͤて͍Δঢ়ଶͰ΋࠷
૬ஊͰ͖ΔΑ͏ʹ͢Δ。

相談につながる過程
w ʮձ࿩をしͳがΒൃࢄして͍͘Α͏ͳ৔߹ʯͱʮ೰Έ

をղܾ͢ΔたΊʹ૬ஊした͍৔߹ʯͰίーεを෼け
ΔΑ͏ͳΠϝーδͰ૬ஊ಺༰΍࣭ʹԠ͡てରԠを
。Δ͢౼ݕ

w ૬ஊ͢Δલஈ֊ͱしてɺॻ͖た͍人は事લΞϯέー
トをهೖ͢Δ。ʢ※ॻ͔͘ॻ͔ͳ͍͔のબ୒はࢧԉ
ऀͰはͳ͘ɺதߴੜࣗ਎が͏ߦʣ

w ͍͡ΊͳͲ૬खが͍Δ໰୊ʹ͍ͭてはɺ૬खଆʹର
してのΞϓϩーν΋ඞཁͱͳͬて͘ΔՄೳੑが͋Δ。

৔ॴʹͭͳがͬた͋ͱはɺͦډ ΕͧΕの໨తʹԠ͡てա͝して͍͘͜ͱを提Ҋして͍Δ。ଟ͘のதߴੜは࿩
をฉ͍てཉし͍ɺײڞしてཉし͍ͪ࣋ؾが͍ڧͱ͏ࢥがɺʮ૬ஊʯをඞཁͱして͍Δ人はपғʹόϨΔ͜ͱͳ͘ɺ
૬ஊʹͭͳがͬて͍͘࢓૊Έを࡞Δඞཁが͋Δ。

市政提案会の来場者コメントの抜粋
w ి࿩はإが͑ݟͳ͍ϝϦット΋͋ΔのͰはͳ͍͔ʁ
w ʮ೰Έが͋Δ人དྷてͶʂʯͱͬݴて΋͜ͳ͍のが事実。ϋーυϧが͍ߴΜͩΖ͏ͳʂ
w ʮղܾした͍ʯͱͬࢥて͍Δ૬ஊͰ΋ɺձ࿩のதͰղܾして͍Δ͜ͱ΋ଟ͍͔΋しΕͳ͍。

。͏ࢥքઢはᐆດͩͱڥ
w 事લΞϯέートΊͬͪΌ͍͍ʂ͙͢ʹͰ΋͏ͦ͑࢖ʂ
w 事લΞϯέートͰฉ͖た͍͜ͱߟࢀʹͳΓました。

市政提案会での来場者とのやりとり
2：ίーεのઃ定は࠷ॳ͔Β͢΂͖ͩͱ͏ࢥʁ
ˠ"：్ தͰมΘΔ͜ͱ΋͋Γͩͱ͏ࢥ。
2：࿈བྷखஈͬてԿがし΍͍͢ʁ
ˠ"：-*/&΍νϟットʂి࿩は࢖Θͳ͍ʂ͙͢ʹ౴͑ͳ͖Ό͍けͳ͍ϓϨッγϟーが͋Δʂ

市政提案会の来場者コメントの抜粋
w 。ੜʹ೚ͤΔのはྑ͍͔΋しΕͳ͍ߴใをத޿
w εϚϗを࣋ͬて͍ͳ͍தߴੜ΋͍Δͱ͑ߟΔͱࢴഔମがͳ͍ͱϑΣΞ͡Όͳ͍。
w ૬ஊ૬खのϓϩϑΟーϧは写真͡Όͳ͘て΋ɺإࣅֆͰ΋0,ʂงғؾͱ͔がΘ͔Δͱ

ྑ͍͔΋。
w ΈΜͳのεϚϗʹ৘ใがಧ͘Α͏ʹͰ͖たΒ͍͍。

市政提案会での来場者とのやりとり
2：༧໿ͬてͰ͖たํが͍͍ʁͦΕͱ΋ɺϑϥッͱདྷて࿩ͤΔํが͍͍ʁ
ˠ"：ʮͲ͔ͬͪʯͰはͳ͘ɺʮͲͪΒ΋Ͱ͖Δʯがཧ૝͔΋。
2：�ίϚອըは୭がඳ͘のʁ
ˠ"：޿ใ΍એ఻͢Δ人のதʹອըをඳけΔ人が͍ΔのͰはͳ͍͔。
2：̐ ίϚອըʹはԿ͔ͩ͜ΘΓが͋Δʁ
ˠ"：਌ۙײがཉし͍ʂʢ૬ஊ͢Δ͔೰ΜͰ͍Δ人ʹରしてʣʮ͜Μͳ૬ஊͰ΋して΋͍͍Μ
ͩʂʯͱ͑ࢥΔΑ͏ͳ΋の。

居場所を知ってもらうために
w ΍はΓதߴੜの໨ʹಧ͘Α͏ʹ͢ΔたΊʹは 4/4

ʢ*OTUBHSBN ΍ -*/& ͳͲʣが一൪ޮՌతͳのͰɺ
4/4をͬ࢖てډ৔ॴのଘࡏをप஌して͍͘。

w ެࣜΞΧ΢ϯトのํが৴པして΋Β͑Δ͔΋しΕ
ͳ͍。

w 4/4 をؚΊたΠϯλーネットの৘ใはɺࣗ ෼Ͱௐ
΂た৘ใʹภͬてೖͬて͘ΔたΊɺඞཁͳ人ʹ৘ใ
がಧ͔ͳ͍Մೳੑが͋Δ。ͦ のたΊɺ学ߍの഑෍෺
౳のࢴഔମ΋活༻して͍͘。

中高生が知りたい情報って
w ࣗ。৔ॴډॳの͖͔ͬけは૬ஊͰはͳ͘࠷ ༝ʹա͝

͢͜ͱがͰ͖Δεϖーεが͋Δ͜ͱ΍ɺ学習εϖー
εが͋Δ͜ͱͳͲɺ༷ ʑͳ໨తͰ利༻Ͱ͖Δ৔ॴͰ
͋Δ͜ͱを఻͑Δ。

w ʮ૬ஊʯを利༻した͍ͱͬࢥて͍Δ人ʹ޲けてɺ૬ஊ
૬खの৘ใ 	 ೥ྸɺੑ ผɺ৬छɺ֨ࢿの༗ແͳͲ 
 を
事લʹ఻͑Δ。ͦ ͏͢Δ͜ͱͰɺ࠷ॳのۓுײをগ
し࿨Β͛Δ͜ͱがͰ͖Δ。

w ͜ΕまͰʹͤدΒΕた૬ஊ಺༰を̐ίϚອըࣜܗ
ͰͤࡌΔ。૬ஊした͍ͱͬࢥて͍Δ人ʹ同͡೰Έを
࣋ͬて͍Δ҆৺ײを༩͑ΒΕΔ。

w 一定のपظͰ�ίϚの಺༰΋ม͑ΒΕΔͱΑ͍͔΋
しΕͳ͍。

相談カードの使い⽅
w Α͘ࢠͲ΋たͪʹແྉͰ഑ΒΕΔి࿩൪߸ͱʮͬࠔ

て͍たΒ૬ஊしてͶʂʯͱϝッηーδがॻ͍て͋Δ
૬ஊΧーυ。͜ ΕはΉしΖޮٯՌʹͳͬて͍Δ͔΋
しΕͳ͍。ి ࿩൪߸ͩけॻ͍て͋ͬて΋ి࿩しͮΒ
͍。ཪ໘ʹ -*/& の 23 ΍ɺʮࡶஊ΋0,ʯͱ৘ใを
。て࿈བྷし΍͘͢͢Δͤࡌ

��ʙ�� ϖーδͰは市੓提ҊձͰ΋࢖༻した໛଄ࢴをͬ࢖てதߴੜが఻͑た͔ͬた಺༰をิ଍આ໌して͍Δ。
৔ॴʹͭͳがډ৔ॴʹͭͳがΔ͜ͱがେ੾ͱした্Ͱɺډॳのάϧーϓは૬ஊし΍͘͢ΔたΊʹはɺまͣ࠷
ΔまͰのϓϩηεを提Ҋして͍Δ。
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第̏章 ఏݴ·ͱΊ 第̏章ఏݴ·ͱΊ

市 長・教 育 長 の 講 評

私たちと考えが本当に違うと思ったのは、電話に対する
考え方です。我々の世代はLINEなどでテキストを打た
なければいけない手間を考えると、電話の方が圧倒的
に情報は伝えられていいのかなと思ってしまいます。し
かし皆さんの世代にとって電話はハードルが高いという
点はこれからしっかり考えたいです。
また、場所についてはやはり行きやすい場所、市役所
の中はやはり難しいですね。今後、子どもの権利擁護
センターは保健センターに移動することになっています
が、場所がとても大事だなということを改めて学びまし
た。３点目、相談相手の多様性についてですが、私たち
は相談の軽い、重いに関わらず、とにかく専門家にお願
いすればなんとかしてくれると思っていました。子どもの
権利擁護センターには、弁護士の方や様々な有識者の
方に居ていただいていますが、もっと会話を含めてフラ
ンクな雰囲気から入っていくことが大事だということがよ
くわかりました。むしろ、専門家だと頭から偉そうなこと
を言われると面白くないというようなご意見もあったので、
非常に考えさせられました。

─── 小美濃市長

話を伺って良いなと思ったのは、相談相手の多様性
です。皆さんが求めているのは専門家や権威がある
人ではなく、自分がもっと相談しやすい人。相談しや
すいというのはその人の職業や年齢ではなくて、自分
にとってこの人だったら安心して相談できるという人
が見つかるかどうかなんですね。それがすごく大事だ
と思いました。よく私は学校の朝礼で「悩み事があっ
たら、誰でもいいから先生に相談してください」という
話をしてきましたが、そうじゃないということを今日皆
さんから教わりました。いきなり相談室に行くのでは
なくて、相談相手の多様性であるとか、会話、雑談か
ら始めること。私はどうしても学校の立場で言ってし
まいますが、学校の先生も悩みを聞いてあげるので
はなくて、人として対等に皆さんとお喋り、雑談できる
空間が学校の中にもできればいいのかなと皆さんの
発表を聞いてすごく思いました。今の私の立場から言
うと、やはり学校にそういった多様性を皆さんは求めて、
期待をしているのだということをすごく感じました。

─── 吉原教育長

提案内容補足③

相談相手も多様な⼈が理想的
w ೰Έ΍ᷤ౻がଟذʹ౉ΔたΊɺ೥ྸɺੑ ผɺ৬छ΋ҧ͏෯͍޿૬ஊ૬खが͍てཉし͍。
w ʮ͏Μ͏Μʂʯͬ てฉ͍て͘ΕΔͩけͰྑ͍৔߹΋͋Δしɺઐ໳ՈͰはͳ͘ී௨の人のҙ

。がฉ͖た͍ݟ
w ೥ྸが͍ۙେ学ੜ͘Β͍のํが૬ஊし΍͍͢。
w ૬ஊһのํ͔Β࿩し͔けてཉし͍。
w �ର�がۤし͍࣌ͱɺ�ର̍がඞཁͳ࣌が͋Δ。
w ૬ஊ૬खがͲΜͳ人ͳの͔ɺԿがͰ͖Δ人ͳの͔஌Γた͍のͰɺΘ͔ΔΑ͏ʹしてཉし͍。

ʢϓϨΠεʹ͋ΔϓϩϑΟーϧγートのΑ͏ͳ΋のʣ
w 同೥୅の人ͱ࿩͢ͱ൱定͞Εͦ͏Ͱා͍のͰɺେ人の人ʹ૬ஊした͍。

利用できる時間
w ϑΟーϧυワークͰݟ学したʮま΋ϧーϜʯͱʮΈ

Β͍ΔʯはดまΔ࣌ؒがૣ͘ɺ部活ʹࢀՃして͍Δ
தߴੜは利༻Ͱ͖ͳ͍。

ɹ※ま΋ϧーϜ：݄ ɾՐɾਫɾۚ
ɹɹɹɹɹɹɹ  �����ʙ�����
ɹ※ΈΒ͍Δ� ɾ݄Րɾਫɾ໦ɾۚ
ɹɹɹɹɹɹɹ  �����ʙ�����
w தߴੜ୭΋が利༻Ͱ͖ΔΑ͏ʹɺ利༻Ͱ͖Δ࣌ؒを

Ԇ௕してཉし͍。ʢཧ૝ͱしては�����ʙ�����͘
Β͍まͰʣ

アクセス
w த学ੜが利༻͢Δ͜ͱ΋౿ま͑てɺډ৔ॴはӺ͔Β

ۙ͘ɺΞクηεし΍͍͢৔ॴʹしてཉし͍。
w 武蔵野ϓϨΠε΍ίϛηϯͱ͍ͬたطଘの施ઃを

活༻͢Δ͜ͱがͰ͖Ε͹ɺ਌ʹ΋૬ஊしʹ͍ͬて͍
Δ͜ͱがόϨͳ͍。

目的に応じた場所の活用
w ৔ॴʹはෳ਺のϑϩΞがඞཁͰɺ໨తʹԠ͡てࣗډ

༝ʹ͖ߦདྷͰ͖ΔΑ͏ʹ͢Δ。
w ॏ͍૬ஊͱ͍ܰ૬ஊͰϑϩΞ	৔ॴ
を෼けΔ。
w �֊をଟ໨తεϖーεͱ͢Ε͹ɺདྷたͩけͰは૬ஊ

を໨తͱして͍Δ͜ͱはपғ͔Βはؾ෇͔Εͳ͍。
w ɺΏͬたΓしたεϖーεがཉし͍ʂ͘޿

͜のάϧーϓはதߴੜʹͱͬてཧ૝の૬ஊڥ؀を提Ҋして͍Δ。طଘの施ઃͰはͳ͘ɺ৽し͍Πϝーδを提
Ҋして͍Δ。தߴੜࣗ਎がͬࠔて͍Δ͜ͱ΍՝୊ͱ͡ײて͍ΔཁૉをऔΓೖΕͳがΒͬ࡞た΋のͳのͰɺࠓ
。଴した͍ظʹΕて͍͘͜ͱ͞ݱ実ޙ

•	 相談していることがバレないようにカーテン等で仕切る。
•	 階（フロア）を分けるのはすごく取り入れたい意見。こ
れが理想だよね。
•	 権利擁護センターで⾜りていると思っていた。問題点
や伝えたいことよくわかったので、取り組めるように努
めたい。
•	 縦の関係、ナナメの関係性を人⼯的に作っていった
方がいい。

•	 実際、今すぐは難しいけど、考えはよくわかったので、
未来の中高生のために作っていきたい。

•	 コミセンにも応用できる考え方。よく考えられていてと
ても良い！

Q：プレイスのカウンターはどう？個室の方が話しやすい？
→A：個室は話しづらいけど、ある程度プライバシーが守
られる必要はあると思う。

Q：相談相手について何を知りたい？
→その人の職業、経験、その人⾃⾝からの一⾔、名前
やニックネーム、顔写真（あった方が親近感が湧く）
Q：夜に出歩いている親は⼼配になるんじゃない？
→A：塾に通っているとそのくらいの時間になるので、問
題ないと思う。

Q：相談スペースの空きはわかるようにしたほういい？
→A：別の階で時間を潰せるから、わかった方が無駄が
なくて済む。

市政提案会の来場者コメントの抜粋 市政提案会での来場者とのやりとり
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第̐章 ՌͱৼΓฦΓ݁ࢪͷ࣮ۀࣄ 第̐章ۀࣄͷ࣮݁ࢪՌͱৼΓฦΓ

ϘϥϯςΟΞをืूして͍Δ͜ͱɺ一ํͰͦ͏
͍ͬたืू৘ใをதߴੜੈ୅が஌Βͳ͍͜ͱを
՝୊ͱしてɺϘϥϯςΟΞを௨͡てςϯϛϦΦ
ϯϋ΢εを஌ͬて΋Β͏औΓ૊Έを提Ҋした。

市੓提ҊձͰはɺϙδςΟϒͳԠ౴がଟ͔ͬ
た一ํͰޙࠓのऔΓ૊ΈʹؔΘΔ΋のͱしてʮ利
༻ऀͰ͋Δྸߴのํの͓࿩が௚઀ฉけて͍ͳ͍
のͰɺղ૾౓が௿͘͡ײた。ʯʮଟੈ୅ަྲྀͳのʹɺ
ੜし͔ର৅ʹ͋がͬてͳ͍のはগߴͱதऀྸߴ
し࢒೦。ʯͱ͍ͬた੠が͋ͬた。͜ の఺ʹؔしてはɺ
ςϯϛϦΦϯϋ΢ε利༻ऀͱのҙ׵ަݟが本࣭
ͱしてඞཁͰ͋Δ一ํͰɺ本事業がதߴੜੈ୅
けͰ͋Δ͜ͱ͔Β利༻ऀͱの࣌ؒଳのॏͳΓ޲
߹ΘͤがʮަྲྀʯҎલの࣌఺Ͱͦ΋ͦ΋ϋーυϧ
ʹͳͬてしまͬた͜ͱはϓϩάϥϜฤ੒ʹ͓け
Δޙࠓの՝୊ͱ͑ݴΔ。

またɺଟੈ୅ަྲྀがςーϚͱͳΔࡍʹͦの౎
౓େ人ଆ͔Βฉ͔ΕΔ੠ͱしてʮऀྸߴͱのؔ
ΘΓがएऀʹରしてͲΜͳϝϦットが͋Δの͔

ʢ8JO�8JO Ͱ͋ΔඞཁੑʣʯʮܧଓతʹͲ͏΍ͬ
てதߴੜੈ୅ͱ利༻ऀのํのަྲྀを࣋ଓ͢Δの
͔ʯͱ͍͏΋のが͋Δ。同༷ʹ市௕のߨධのࡍ

ʮʹέΞϋ΢εのӡ༻ʯʹ ؔ͢Δٴݴ΋͋ͬたがɺ
の੠をͲ͜ͰɺͲ͏ௌ͖ͱΔ͔ͱ͍͏͜ͱɺऀྸߴ
ͦしてதߴੜੈ୅ͱऀྸߴをʮ͍͔ʹ͗ܨɺܧଓ
ͤ͞Δ͔ʯͱ͍͏໾ׂを୲͏人ࡐの഑ஔʹ͍ͭ
てはɺ事業ͱしてʢ͋Δ͍はςーϚͱしてʣ੾Γ
෼けてݕޙࠓ౼して͍͘ඞཁが͋ΔͩΖ͏。

2.中高生世代が気軽に利用できる相談環境

͜のςーϚはࢠͲ΋Ոఉ部ࣇಐ੨গ೥՝͔Β
提ࣔ͞Εた。武蔵野市ࢠͲ΋のݖ利৚ྫのࡦ定
ͱ࿈動してઃஔ͞ΕたʮࢠͲ΋のݖ利༴ޢηϯ
λーʯをத৺ͱした市಺ʹ͓けΔࢠͲ΋のたΊ
の૬ஊػೳのॆ実をਤΔ্ͰのςーϚ提ҊͰ͋
Δ。市಺施ઃのҠసɾݐてସ͑ʹ൐͏தߴੜੈ୅
ͳͲのډ৔ॴのॆ実ʢୈ࿡࣍ࢠͲ΋ϓϥϯ���ʣɺ
ԁ׈ͳࣾձੜ活ɾࣗ ԉࢧͲ΋ɾएऀࢠけた޲ʹཱ

ʢ同���ʣʹ ؔ࿈͢ΔςーϚઃ定ʹͳͬて͍Δ。

w ϑΟーϧυワークɺٞ ࿦を͏ߦதͰҎԼ̎ͭ
のάϧーϓʹ෼͔Εて提Ҋ࡞੒をͬߦた。ͳ͓ɺ
提Ҋ࡞੒のศ্ٓάϧーϓは̎ͭ͋Δがɺ提
Ҋ಺༰ʹ͍ͭてはͦΕͧΕಠཱした΋のͰは
ͳ͘લ提ͱͳΔʮ৴པ΍҆৺ʯͱはԿ͔を一ମ
ͱして͑ߟて͍Δ。

w 一ͭ໨の提Ҋάϧーϓはʮதߴੜੈ୅ʹͱͬ
てのཧ૝の૬ஊڥ؀ʯ
͜のάϧーϓは૬ஊをした͍ͱ͖ʹɺ۩ମత

ʹͲΜͳͬͩڥ؀たΒ૬ஊがし΍͍͔͢をまͱ
Ίて͍Δ。۩ମతʹはʮ৔ॴʯʮ人ʢ૬ஊһʣʯʮ࣌ؒʯ
の̏ͭのࢹ఺Ͱɺͦ ΕͧΕݱঢ়の施ઃʹはͳ ʢ͍औ
ΓೖΕて΄し͍ʣཁૉを提Ҋした。

w ೋͭ໨の提Ҋάϧーϓはʮ૬ஊʹͭͳがΔま
Ͱのϓϩηεʯ
ͦ΋ͦ΋૬ஊをした͍ͱͬࢥて΋ɺͲ͜ʹߦ

け͹ྑ͍の෼͔Βͳ͍ɺ͋ Δ͍はͲΜͳ人がର
Ԡして͘ΕΔの͔ෆ҆ʜͦ͏͍ͬたதߴੜੈ୅
の৺৘ɾ໨ઢͰ૬ஊऀのϖϧιφをઃ定しϓϩ
ηεを௥ͬて提Ҋを࡞੒した。

提Ҋձʹ͓͍てはɺʮେ人͔Βݟたதߴੜのؾ
࣋ͪͱɺ実ࡍのதߴੜの͑ߟʹΪϟッϓが͋ͬ
た͜ͱが͓ͲΖ͖ͩͬたʯͱ͍͏தߴੜଆの੠
がଟ͔ͬた͜ͱが特௃తͩΖ͏。ʮ૬ஊ͢Δϋー
υϧをԼ͛ΔたΊの޻෉の提Ҋがڵຯਂ͍ʯʮ਌
όϨɺ学ߍόϨをͱて΋ؾʹして͍Δ͜ͱがҹ
৅తͩͬた。ʯʮ૬ஊ͢Δ͜ͱʹ͍Ζ͍Ζͳϋー
υϧが͋Δ͜ͱがཧղͰ͖た。ʯͱ͍͏Α͏ͳ提
ҊձࢀՃऀ͔ΒのԠ౴ʹ΋͋ΔΑ͏ʹɺ૬ஊͱ
͍͏ந৅తͳςーϚをޠΔ্Ͱのલ提΍໨ઢが
ҟͳΔ͜ͱが໌֬ʹݱΕたͱ͑ݴΔ。ʮ人ͱして
ର౳ʹօ͞Μͱ͓஻ΓɺࡶஊͰ͖Δඞཁ ʢੑڭҭ
௕ʣʯʮి࿩ʹର͢Δํ͑ߟは本౰ʹҧ͏ɺͦ ͔͜
Β͑ߟ௚͞ͳ͖Όμϝ ʢͩ市௕ʣʯͱڭҭ௕ɺ市௕
のͦΕͧΕのߨධͰ΋৮ΕΒΕて͓Γɺҙݟௌ
औをͬߦて্͍͘Ͱɺߦ੓ଆが࣌୅എܠ΍ੈ୅
͝ͱのχーζのม化をܧଓతʹΠϯϓットして
͍͘ඞཁੑが͋Δ͜ͱをࣔして͍Δͱ͑ݴΑ͏。

第 ４ 章
事業の実施結果と振り返り

࿡࣍ࢠͲ΋ϓϥϯʹ͓けΔʮࢠͲ΋ͱࢠҭてՈ
ఉを஍ҬࣾձશମͰԠԉ͢Δ施ࡦのॆ実ʯɾʮ��� 
ੈ୅ؒަྲྀʹΑΔ஍ҬのͭͳがΓͱ͑ࢧ߹͍の
ਪਐʯʹ ΋一部߹க͢ΔςーϚઃ定ʹͳͬて͍Δ。

w ϑΟーϧυワークɺٞ ࿦を͏ߦதͰҎԼ̎ͭ
のάϧーϓʹ෼͔Εて提Ҋ࡞੒をͬߦた。

w 一ͭ໨の提ҊάϧーϓはʮςϯϛϦΦϯϋ΢
εをελϯϓϥϦーͰճΖ͏ʯ
ΑΓଟ͘のதߴੜੈ୅ʹ b ςϯϛϦΦϯϋ΢

ε`を஌ͬて΋Β͍ɺަ ྲྀを΋ͬͱਂΊΔたΊʹ
ग़དྷΔ͜ͱはԿ͔を͑ߟたάϧーϓ。ී ஈ઀͢
Δػձのͳ͍ؔΘΓをੜΉたΊʹதߴੜੈ୅が

ʮワクワクʯग़དྷΔํࡦͱしてελϯϓϥϦーの
実施を提Ҋした。

w ೋͭ໨の提ҊάϧーϓはʮςϯϛϦΦϯϋ΢
εをϘϥϯςΟΞͰ਎ۙͳ৔ॴʹʯ
͜のάϧーϓはɺςϯϛϦΦϯϋ΢εがਵ࣌

1.今年度事業の実施結果

લड़の௨Γɺࠓ೥౓は武蔵野市͔Β提Ҋ
ʹؔ͢ΔςーϚをࢀՃऀʹ౤͔͛けΔܗͰ
தߴੜੈ୅のҙݟද໌ʹ͛ܨた。̎ ͭのςー
Ϛ͔Β࠷ऴతʹ̐ͭの提Ҋάϧーϓがߏ੒
͞Εɺ市੓΁の提ݴが࡞੒͞Εて͍Δ。ޙࠓɺ
தߴੜੈ୅の੠を市の施ͮ͘ࡦΓ౳΁൓ө
して͍͘たΊʹɺ本事業を௨してதߴੜੈ
୅͔ΒͲのΑ͏ͳʮ੠ʯが͋がͬたの͔ɺӡ
営事຿ہͱしてิ଍してɺҎԼʹ੔ཧをした。

1.テンミリオンハウスを活用した多世代交流
の可能性

͜のςーϚはɺ݈ ԉ՝ࢧऀྸߴ部ࢱ෱߁
ΑΓ提ࣔ͞Εた。ʮଟੈ୅ަྲྀʯͱ͍͏Ωー
ワーυはྫ೥܁Γฦしதߴੜੈ୅͔Β΋ස
ग़して͓Γɺʮ೥௕ऀのݧܦをฉ͖ɺਐ࿏ܾ
定のߟࢀʹした͍ʯͱ͍͏ཁ๬は͍ࠜڧ。ୈ
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のがࠓまͰͳ͔ͬたのͰࠓճの͜の活動はͱ
て΋ࣗ෼ʹͱͬて学ͼʹͳͬた

ʻ市੓ʹதߴੜੈ୅の੠を఻͑Δ͜ͱʼ
˙ தߴੜのࢹ఺Ͱし͔͡ײΔ͜ͱのͳ͍ཁٻを

େ人のํʑʹ఻͑Δ͜ͱがͰ͖たͱ͍ࢥま͢。
೥まͰはϓϨθϯをして΋্ख͘େ人のࡢ
ํʑʹࢲたͪのҙݟが఻Θͬて͍Δ֮ײがͳ
͔ͬたのͰ͢がɺࠓճの提ҊձͰはେ人のํʑ
ʹ提Ҋをཧղして͍た͖ͩɺҙ׵ަݟがͰ͖
た

೥のϜαΧπͰはͳ͔ͳ͔େ人ͱ෼͔Γ͋ڈ ˙
͏͜ͱが্ख͘Ͱ͖ͳ͔ͬたͱ͡ײたがɺࠓ
೥はڈ೥ΑΓ͜͏ࢥʹ͍ޓͱをͿͭけ߹͍ɺ
ҙࢥのૄ௨がͱΕたͱ͏ࢥ

˙ 市が市ຽのҙݟを͜Μͳʹ࠾༻しΑ͏ͱして
͘Εて͍Δͱ஌Βͳ͔ͬたのͰɺখ͞ͳ੠Ͱ
΋ಧ͘ͱ͍͏͜ͱを実ײͰ͖て͘͢͝ڵຯਂ
͘ɺ໘ന͔ͬた

˙ ΋ͬͱདྷてͩ͘͞Δେ人ͱަྲྀしɺ͜ ͪΒ͔
Βؔ৺を΋ͬて࣭໰してΈΔの΋ྑ͔ͬたの
͔ͳͱ͏ࢥ

˙ େ人ͱ࿩͢ػձがগͳ͍のͰɺϜαΧπͰେ
人ͱ࿩͢ػձが͋ͬてΑ͔ͬた

˙ େ人ୡがීஈͲ͏͑ߟたΒ͋Μͳ施ࡦがͰ͖
Δの͔ͳʁͱ͜͏ࢥͱが͋ΔのͰɺͱて΋͜
ձをઃけて͘ΕΔのはΊͪΌͪ͘Όػ͏͍͏
͋Γがた͍

˙ େ人のํʑͱのํ͑ߟのҧ͍ʹ͔ͮ͞ؾΕɺ
఺Ͱ࣭໰がདྷたたΊ؟たͪʹはͳ͔ͬたணࢲ
提ҊձのதͰ΋͞ΒʹςーϚʹ͍ͭてਂ͘ཧ
ղ͢Δ͜ͱがͰ͖た

2.参加者にとっての「Teensムサカツ」事業　

೥౓の5FFOTࠓੜੈ୅ʹͱͬてߴՃしたதࢀ
ϜαΧπがͲのΑ͏ͳମݧʹͳͬたの͔ɺ࠷ऴ
ճのৼΓฦΓϨϙート͔Β一部ίϝϯトをൈਮ
͢Δ。

ʻ学ߍ֎の同ੈ୅ʢҟ೥ྸʣͱग़ձ͏͜ͱʼ
˙ ϜαΧπを௨して同೥୅のํʑのҙݟをฉ͍

て͑ߟがਂまͬた

˙ ൝のϝϯόーがΈΜͳ༏し͘てɺ໘ന͘てσΟ
εΧッγϣϯのͱָ͖し͔ͬたͰ͢

˙ 学ߍͰはͳ͔ͳ͔ग़ձ͑ͳ͔ͬたΑ͏ͳഎܠ
を΋ͭ人たͪͱ΋ަྲྀしてָし͔ͬた

˙ ଞの೥ྸの人ͱのٞ࿦をॏͶΔ͜ͱͰɺ͍ࢥ
͔ͭͳ͍Α͏ͳ͑ߟ΍͑ߟΒΕͳ͍Α͏ͳࢹ
఺Ͱのҙݟをฉ͘͜ͱͰɺࣗ ෼の活動෯が޿
がͬた

˙ 一൪ָし͔ͬたのはͱʹ͔͘ΈΜͳͱަྲྀͰ
͖た͜ͱͰɺࠓまͰ࿩した͜ͱのͳ͔ͬたॳ
Ίてձ͏人たͪͱ஥ྑ͘ͳΕた͜ͱͩͱͬࢥ
た

˙ ҧ͏学ߍのதߴੜͱؔΘΔػձͬてͳ͔ͳ͔
ແ͍しɺたͬたࠩݸ�Ͱ΋͡ײて͍Δ͜ͱが
まͬた͘ҧ͘て໘ന͔ͬた

˙ ϜαΧπʹࢀՃしてΈてɺ༷ ʑͳ同೥୅の人
ͱ஥ྑ͘ͳΕてྑ͔ͬた。し͔しɺ同͡άϧー
ϓの人ͱし͔ؔΘΒͳ͔ͬたのはগし΋ͬた
͍ͳ͔ͬた

˙ ୹͍ؒظのதͰɺԿ͔をͭ͘Γ͋͛Δݧܦは
͋まΓͰ͖ͳ͍のͰɺࣗ ෼のதͰ৽し͍͜ͱ
ʹ௅ઓͰ͖たػձʹͳͬた

˙ 学ߍ֎のίϛϡχςΟがͰ͖てɺ࿩し૬खが

3.今年度事業のふりかえりと今後に向けた検討
事項

。の��໊Ͱ͋ͬたݮ೥౓͔Β�໊ࡢՃ人਺はࢀ
աڈ�೥౓ͱൺ΂て࠷খ人਺ͱͳͬたཁҼはɺࢴ
ഔମͰの޿ใઌのݮগ΍࣌ظ΍ؒظが学ߦߍ事
౳ͱॏͳͬて͍たͳͲが͑ߟΒΕΔ。தߴੜʹ
ࠓΒͣݶʹけたप஌ํ法ʹ͍ͭてはɺ本事業޲
ͳがΒσーλをूੵして͍͍ߦをޡࡨߦࢼ΋ޙ
͘ඞཁが͋Δ。

ੜのׂ߹が൒ߴՃऀのଐੑʹ͍ͭてはɺதࢀ
਺ͣͭɺॅࡏͱࡏ学のׂ߹はॅࡏが��ˋͱ೔ࠒ
͔Βʮ武蔵野市ʯʹ ೃછΈが͋ΔࢀՃऀがྫ೥ͱ
ൺ΂てଟ͔ͬた。

ऴճ࠷ ʮʹ૯まͱΊৼΓฦΓΞϯέートʯʢҎ
ԼɺʮΞϯέートʯʣをແ໊هͰ実施した。��໊の
શࢀՃऀの͏ͪ�� ʢ໊࠷ऴճࢀՃऀʣがճ౴した。

ʮશ̑ճのຬ଍౓ʯʢO ʹ��ʣʹ ͍ͭてはɺʮຬ଍ʯ
が��� ̕ ʢ̀��໊ʣɺʮͲͪΒ͔ͱ͍͑͹ຬ଍ʯが
���� ʢ໊̀̐ʣͰ͋ͬた。

Ξϯέートのʮҹ৅ʹͬ࢒て͍ΔϓϩάϥϜ
を͑ڭて͍ͩ͘͞ʯの࣭໰߲໨ͰはʢOʹ��ɺෳ
਺ճ౴Մ ʣɺʮ 提Ҋ࡞੒ ʯが�����ʢ��໊ ʣɺ࣍
͍ͰʮϓϨ提ҊձʯʮϑΟーϧυワークʯͱ΋ʹ
���� ʢ֤̀�໊ʣͰ͋ͬた。બ୒ཧ༝ͱしてはʮࣗ
෼たͪの͑ߟて͍Δ͜ͱを͑ݟΔ化して͍͘ա
ఔがָし͔ͬたʯʮҙݟをͿͭけ߹͏のがָし͔ͬ
たʯʮԿをͲ͏͢Ε͹෼͔Γ΍͘͢఻ΘΔ͔を࿩
し߹͏のがָし͔ͬたʯͳͲがڍがͬて͍Δ。

લܝのʮৼΓฦΓγートʯの੠΋౿ま͑Δͱɺ
Ճऀ΍協ྗऀͳࢀըのاՃऀʹͱͬてはɺᶃࢀ
Ͳʮ人ʯʹ ग़ձ͑た͜ͱɺᶄࣗ෼たͪͰԿ͔΍ͬ
てΈΔ͜ͱの೉し͞΍ָし͞ɺᶅݴ༿を๰͗఻
͑Δେ੾͞ͳͲが特ʹҹ৅ਂ͍ͬͩݧܦたͱߟ
͑ΒΕΔ。

͜͏したΞϯέート݁Ռ΋౿ま͑ͳがΒɺ事
業を実施͢Δ্ͰॏࢹしたϙΠϯトʢୈ̍ষࢀরʣ
を΋ͱʹɺ事業の;Γ͔͑ΓをҎԼの̐఺ʹ੔
ཧした。

ग़དྷたのͰ͜͏͍͏ίϛϡχςΟが͍͍

ʻࣗ෼の͍ࢥをݴ༿ʹ͢Δ͜ͱɺ࿩し͋͏͜ͱʼ
˙ ීஈࣗ෼のҙݟをޠݴ化して఻͑Δͱ͍͏͜

ͱを͋まΓ΍ͬて͓Βͣɺ͋ まΓҙݟを͑ݴ
ͳ͔ͬたのͰͦ͜はչし͍。पΓʹ೥্がଟ
͔ͬたのͰɺҙݟͱ΄΅同ͩ͡しɺまͣࣗ෼
ʹ͋まΓࣗ৴がͳ͍のͰશવൃݴͰ͖ͳ͔ͬ
た。࣍ をଞݟՃ͢Δͱ͖は΋ͬͱࣗ෼のҙࢀ
人ʹ఻͑ΒΕΔΑ͏ʹͳΓた͍。ී ஈ͔Βࣗ
෼のҙݟをݴ༿ʹ͢Δ࿅習をしたΒྑ͍の͔
ͳͱͬࢥた

˙ 実ࡍʹ提ҊをしてΈてɺ্ ख͘େ人ͱٞ࿦が
Ͱ͖ͳ͔ͬたͳͱ͡ײた。ࣗ ෼͔Β΋͋まΓ
ൃ৴Ͱ͖ͳ͔ͬたしɺ૬खʹԿ͔࣭໰をして
受けऔΔ͜ͱ΋Ͱ͖ͳ͔ͬた

Ճして͍Δ人がଟ͍たΊɺͦࢀを࣋ͬてࢤ ˙ Ε
ͧΕҙݟをͿͭけ߹͏ͱͦΕͧΕʹຏ͖が͔
͔ͬてָし͔ͬた

͑ݴをଟ͘ݟՃの࣌ΑΓ΋ࣗ෼Ͱҙࢀ೥のڈ ˙
た͔ͳͱ͍ࢥました

˙ ΈΜͳͰҙݟをग़し߹ͬて一ͭのςーϚを۷
ΓԼ͛て͍͘େ੾͞を学Μͩ

をग़͢͜ͱがݟ೥ΑΓ΋た͘͞Μҙࡢ೥はࠓ ˙
Ͱ͖たͱͬࢥて͍ま͢。ࡢ೥はߍߴੜのํが
ଟ͘ɺͳΜͱͳࣗ͘෼のҙݟが͍ͮݴΒ͔ͬ
たの͔΋しΕͳ͍Ͱ͢。ࠓ೥΋̎ߴのํがޙ
ഐΑΓ΋ଟ͘ɺࠓ΋まͩ೥ԼײはൈけまͤΜがɺ
੹೚を΋ͬてൃݴͰ͖ΔΑ͏ʹͳͬたؾがし
ま͢

˙ ࣗ෼の͍ࢥ΍ओுがଞ人ʹ఻ΘΔͩけͰ΋ҙ
ຯが͋ΔΜͩͱ͡ײました

˙ ࣗ෼がʮ΋ͬͱ͜͏した͍ʂʯʮ͜͏して΄し
͍ʂʯͱ͍͏ҙݟを市ʹൃ͢Δػձͱ͍͏΋
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1.安心・安全な話し合いの場をつくること

֤ճのϓϩάϥϜのࢀՃ཰は໿ׂ̓Ͱ͋ͬた。
೥౓ͱൺ΂͞΄Ͳม化はͳ͍΋ののɺࡢՃ཰はࢀ
్தࣙୀऀͱෳ਺ճܽ੮をしたࢀՃऀがଟ͘の
ׂ߹を઎Ίた。特ʹෳ਺ճܽ੮したࢀՃऀはɺͦ
のେ部෼がୈ�ճをܽ੮して͓ΓɺॳճͰେ੾ʹ
して͍Δʮؔͮ͘܎Γʯʹ ؔΘΔ͜ͱがͰ͖ͳ͔ͬ
た͜ͱ΍୹͍ճ਺Ͱٞ࿦をੵΈ্͛て͍͘ελ
ΠϧͰの֤ճ͝ͱのۭനのେ͖͞がෳ਺ճܽ੮
のཁҼͱͳͬたͱਪଌ͞ΕΔ。またɺࠓ೥౓は
実施ؒظをલ೥౓の̏ϲ݄ ʢؒ��݄ʙ݄̎ʣ͔ Β
̑ϲ݄ ʢؒ�݄ʙ��݄ʣʹ ͜。をԆ௕したؒظ Εはɺ
લ೥౓ࢀՃऀ໨ઢͰのࢀՃのしқ͞をҙࣝして
ɺͲ͏して΋ӡ営ଆの४උʹࡍをѹॖしたؒظ
ʹ͓けΔෛ୲ʢଧͪ߹Θͤをத৺ͱした事લ४
උがे෼ʹ͑ߦͳ͍ͳͲʣが͋ͬた͜ͱ͔Β�ϲ
݄ʹ�ճのϖーεͰの実施ͱͳͬた。ʮ௕ٳظΈ
தのूதܕがྑ͍ʯͱ͍͏ҙݟ΋͋Γɺ։ظ࣌࠵
΍ؒظʹ͍ͭてはܧଓしてݕ౼して͍͘ඞཁが
͋Δ。

Ξϯέートのʮ҆৺してワーク΍ٞ࿦ʹࢀՃ
Ͱ͖ました͔ʯの࣭໰߲໨ʢO ʹ��ʣͰはɺʮ҆৺
してࢀՃͰ͖たʯが���� ʢ̀��໊ʣɺʮී௨ʯが
���� ʢ̀�໊ʣɺʮ҆৺ײを࣋ͭ͜ͱがͰ͖ͳ͔ͬ
たʯのճ౴はͳ͔ͬた。またɺʮάϧーϓϑΝγ
Ϧςーλーのଘࡏはٞ࿦΍ワークのॿけʹͳΓ
ました͔ʯの࣭໰߲໨ʹ͍ͭてはɺʮͱて΋͋て
はまΔʯ͓ ΑͼʮͲͪΒ͔ͱ͍͑͹͋てはまΔʯ
が���ˋͰ͋Γɺճ౴ཧ༝ͱしてはɺʮਐߦがࢭ
まͬた࣌ʹ࣍のεςッϓまͰਐΊて͘Εたʯʮͬࢥ
て͍Δ͜ͱをݴ༿ʹͰ͖ͳ͔ͬたͱ͜ΖをԿ౓
΋ॿけて͘ΕたʯͳͲが͋がͬた。લ೥౓まͰͱ
同༷ɺάϧーϓϑΝγϦςーλーのଘࡏは非ৗ
ʹେ͖͘ɺࢀՃऀ一人一人ͱؔੑ܎をங͖ͳがΒɺ
҆৺して࿩し߹͍ʹࢀՃͰ͖ΔΑ͏ͳͮ͘ڥ؀
ΓがͰ͖たͱ͑ݴΔͩΖ͏。

2.「自分たちの声によって、状況が変わるかもしれ
ない」という体験を通して自己効力感を高めること

લ೥౓同༷ʹɺ࠷ऴճʹ市੓提Ҋձを։࠵してɺ
ʮ提ݴʯを一ํతʹ఻͑ΔͩけͰͳ͘ɺ市௕ɺڭҭ

௕をは͡Ίͱ͢Δߦ੓ؔऀ܎ɺ஍Ҭのํͱे෼
ʹҙ׵ަݟがͰ͖ΔΑ͏ʹϙελーηッγϣϯ
の࣌ؒをઃけた。Ξϯέートのʮࣗ෼ࣗ਎の市੓
΍まͪͮ͘Γʹؔ͢Δҙࣝのม化ʹ͍ͭてʯの
࣭໰߲໨ͰはʢO ʹ��ɺෳ਺ճ౴ՄʣɺʮࢀՃલΑ
Γ਎ۙʹ͡ײΒΕΔΑ͏ʹͳͬたʯが���� ʢ̀��
໊ʣɺʮࣗΒのҙݟを఻͑Δ͜ͱɺߦ動してΈΔ͜
ͱʹϓϥεのՄೳੑを͡ײたʯが���� ʢ̀��໊ʣɺ

ʮ特ʹม化はͳ͍ʯʮؔΘΔ͜ͱは೉し͍ʗ໘౗
ͩͱ͡ײたʯがͱ΋ʹ̌ˋͰ͋ͬた。౰法人が事
業ӡ営を୲͍࢝Ίて͔Β�೥໨ͰॳΊてશての
ճ౴ऀが市੓΍まͪͮ͘ΓʹؔしてϙδςΟϒ
ͳҹ৅を࣋ͬてϓϩάϥϜをऴ͑た͜ͱʹͳΔ。
બ୒ཧ༝ʹ͍ͭてはʮେ人がੵۃతʹࣖを܏け
て͘Εたʯʮ੠がಧ͘͜ͱを実ײͰ͖たʯʮ武蔵野
市の͜ͱʹ͍ͭて஌Δ͜ͱがͰ͖たʯ౳がڍがͬ
て͍Δ。

ΘΔ人ͱ௚઀࿩しɺ఻͑ΒΕたʢ఻Θͬܞʹ੓ߦ
たʣ͜ ͱͦΕࣗମをଟ͘のࢀՃऀがධՁして͍
Δ͜ͱがಡΈऔΕΔがɺʮҙݟを఻͑Δ͜ͱͰͲ
͏ͳΔの͔ʯͱ͍͏本事業のҙٛ΍Մೳੑをࢀ
Ճऀʹࣔして͍͘ͱ͍͏఺ʹ͓͍てはྫ೥同༷
ʹ՝୊は࢒Δ。

特ʹࠓ೥౓はʮ市੓ʹ൓өし΍͘͢͢Δʯ͜ ͱ
をॏࢹしɺ武蔵野市͔ΒࢀՃऀʹରしてςーϚ
を౤͔͛けΔܗͰϓϩάϥϜӡ営をͬߦた͜ͱ
͔ΒʮϑΟーυόックʯのॏཁੑは特ʹߴまͬて
͍Δ。ࠓճٞ࿦͞Εた͜ͱ΍提ݴを施ࡦ౳ʹ۩
ମతʹ൓өͤ͞て͍͘ʹはɺ΋ͪΖΜ一定のݕ
౼ϓϩηεͱ࣌ؒがඞཁͰ͋Δ͜ͱ͔Βɺਝ଎
ͳม化は೉し͍。し͔しݸผの提ݴຖʹਐḿঢ়
޻Δ化を͑ݟϓϩηεの౼ݕをެ։͢ΔͳͲگ
෉して͍͘ඞཁが͋ΔͩΖ͏。Ճ͑てɺݕ౼ʹ一
定の࣌ؒをཁ͢Δ͜ͱがલ提Ͱ͋ΔͳΒ͹ɺ同
༷のςーϚͰ͋ͬて΋定ظతʹςーϚʹਾ͑てɺ
ͦの࣌ͦの࣌のதߴੜੈ୅の੠をௌ͖औΓଓけɺ
৘ใを஝ੵ͢ΔϓϥットϑΥーϜͱしての໾ׂ
をҙࣝ͢Δ͜ͱɺͦ してඞཁͳ࣌ʹඞཁͳੈ୅
の੠をௌ͖ͱΔػೳを本事業ΑΓॊೈʹ実施Ͱ

͖Δ੍౓ઃܭを͑ߟΔඞཁੑ΋͋Δ。

3.地域資源を積極的に活用し、権利を支える大人
を増やすこと

4.市の青少年事業等と情報交換を行い、連携の可
能性を模索すること

本事業はதߴੜੈ୅が武蔵野市ʹ͍ͭてؔ৺
を͖͔࣋ͭͬけを࡞Δ͜ͱが໨తの一ͭͰ͋
Δ。武蔵野市ʹର͢Δؔ৺をߴΊΔたΊʹはɺී
ஈ઀఺のͳ͍ग़ձ͍をӡ営ଆがҙࣝతʹ提供͢
Δඞཁが͋Δ。ࠓ೥౓ʹؔしてはɺྫ ೥同༷ʹ
ϑΟーϧυワークを͜͏ߦͱͰதߴੜੈ୅が実
ߦてɺ஌Δ͜ͱ。Ճ͑てɺ提Ҋձʹ͓͍てݟʹࡍ
੓ؔݶʹऀ܎ΒͣΑΓଟ͘のେ人ͱҙݟをަ׵
͢Δ৔ͮ͘Γをͬߦた。தߴੜੈ୅ͱେ人のҙ
೥౓は提ҊࠓΔ一ํͰɺ͡ײのඞཁੑを׵ަݟ
ձʹࢀՃ͢Δେ人の਺がࡢ೥౓ʹൺ΂�ׂ΄Ͳ
͜。গしたݮ Εは୯一部ॺ͔Β提ࣔ͞Εた特定
ςーϚの提Ҋを͏ߦϓϩάϥϜͱͳͬたたΊʹɺ
ؔΘΔ部ॺ΍ϑΟーϧυがͬݮた͜ͱがେ͖ͳ
ཁҼͰ͋Δ。ʮ特定のதߴੜの੠をௌ͘ʯ͜ ͱͰ
ऴΘΒͤͳ͍たΊʹɺͦ して本事業のՁ஋をしͬ
͔Γͱ఻͑て͍͘たΊʹ΋ଟछଟ༷ͳେ人のؔ
ΘΓがඞཁෆՄܽͰはͳ͍ͩΖ͏͔。

またɺࠓ೥౓はʮ武蔵野市ࢠͲ΋のݖ利の೔ʯ
ʹ߹ΘͤたϜαΧπؔ࿈事業ͱして�೔ܕ݁׬
ワークγϣッϓʮ:PVUI *EFB 4FTTJPOʯʢ୲౰：
͜。ԉ՝ʣをॳΊて実施したࢧҭてࢠͲ΋ࢠ のϓ
ϩάϥϜは౰ॳɺ୯ൃのϓϩάϥϜをઃ͢ܭΔ
͜ͱͰ本ମاըΑΓ΋ࢀՃのϋーυϧをԼ͛Δ
͜ͱɺͦ してଞの੨গ೥施ઃͱの࿈ܞ実施をૂͬ
た΋のͱしてӡ営ஂମ͔Β提Ҋをした࿮૊ΈͰ
͋Δ。ϜαΧπࢀՃऀͱはҟͳΔ૚がࢀՃして
͘Εた͜ͱͰɺ一定の໨ඪはୡ੒Ͱ͖た一ํͰɺ
本事業ͱଞ੨গ೥施ઃͱの࿈ܞはे෼ʹͣ͑ߦɺ

ʮ事業ʹࢀՃして͍ͳ͍同ੈ୅の੠΋ௌ͖ͱΔ޻
෉ʯを্͏ߦͰ΋まͩま్্ͩʹ͋Δͱ͑ݴΔ
ͩΖ͏。
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ୈ�ষのʮӡ営ମ੍ʯʹ の௨Γɺ本事業の実施ʹ͋たΓάϧーϓϑΝγϦςーλーࡌه
ͱして実施ஂମ৬һ໊̍をؚΉ໊̎�ܭ഑ஔした。ࢀՃऀͱ೥ྸの͍ۙελッϑが
࿩し߹͍のαϙート໾を୲͏͜ͱͰɺࢀՃऀͱのؔͮ͘܎Γ΍ҙݟを͍ݴ΍͍͢ง
ғؾをͭ͘Δ͜ͱをظ଴したたΊɺϑΝγϦςーγϣϯݧܦの༗ແを໰Θͣɺ֓ Ͷ
。ҎԼのํをืूしたࡀ��
ଓして本事業のάϧーϓϑΝγϦςーλーを୲͏学ੜは໊͍̑た΋ののɺܧ೥౓͔Βࡢ
ϑΝγϦςーγϣϯのݧܦがແ͍学ੜ΋ࢀՃして͓ΓɺࢠͲ΋ओମɺ͋ ͘まͰࢀՃ
ऀのҙݟද໌をଚॏ͢Δ͜ͱʹॏ͖をஔ͘事業のੑ֨を౿ま͑てɺҎԼのݚमを実
施した。

①「子どもの声を聴く
～子どもの権利とファシリテーション～」 ②「グループファシリテーター中間振り返り」

日時 2025年8月2日（土）

講師 山本 晃史 さん （株式会社C＆Yパートナーズ）

実施目的

• 現在の社会情勢を踏まえて、子ども・若者の意見表明や社会
参画の意義について知る

• ユース（子ども・若者）の伴走者（ファシリテーター）としてのマ
インドとスキルを学ぶ

• こども一人ひとりの声を尊重し、テーブルファシリテーターとなっ
てこども意見聴取の場を運営することができる

実施内容

座学
• 「子どもの権利について学ぶ」
• 「伴走者（ファシリテーター）としてのマインドとスキルを学ぶ」
ワーク

「ロールプレイを通して、ファシリテーターとしての問いかけのコ
ツやポイントを実践してみる」

「昨年度もグループファシリテーターとして参加した学生の声を
もとにポイントを抽出する」

日時 2025年11月15日（土）

講師 鈴木 綾 さん （（NPO法人こおりやま子ども若者ネットワーク）

実施目的

• 年間５回のワークショップのうち、前半３回が終わった段階で、
それぞれのグループファシリテーターとしての関わりを振り返る。

• 後半２回に向けて、ファシリテーターとして「何を大事にどん
なアクションをしてみるか」を意識化する。

実施内容

ワーク
「今年度のワークショップの”ゴールイメージ“を、参加者・大人・
ファシリテーターの視点で出しあう」

「KPT法を活用して、Keep（継続）、Problem（課題）、Try（改善）
の３つの項目に分けてこれまでのファシリテーションを振り返る」

「ファシリテーターとして大事にしたいこと、トライしたいことを
整理する」

ファシリテーターの研修体制について

ͦのଞɺ
w ϑΝγϦςーλーのෳ਺഑ஔʹΑΔখάϧーϓ಺ͰのϑΥϩーମ੍ͮ͘Γ
w ஂମ৬һをϝϯλーͱしてɺඞཁʹԠ͡てΞυόΠεɺαϙートの実施
w ஈ֊తͳ໾ׂの֦ॆʹΑΔෛ୲ܰݮ

ʹΑͬてɺάϧーϓϑΝγϦςーλーࣗ਎のࢀՃʹແཧがͳ͍Α͏ʹదٓௐ੔をͬߦた。
またɺ実施ஂମのج本ํ਑ͱして事લϛーςΟϯάٴͼ事ޙの;Γ͔͑Γをେ੾ͳ
ձͱଊ͑て͓Γɺ事લϛーςΟϯάʹ͓けΔ֤ճの໨త΍ワーク಺༰のཧػमのݚ
ղͱٙ໰఺の੔ཧʹΑΔओମతͳࢀՃをଅ͢ͱͱ΋ʹɺ事ޙの;Γ͔͑Γʹ͓͍てはɺ

ʮ҆৺ɾ̓ શͳ࿩し߹͍の৔ʯをͭ͘Δ͜ͱを一ٛͱしͳがΒɺࢠͲ΋たͪͱͲのΑ͏
ͳؔΘΓがඞཁ͔ɺϑΝγϦςーλーͱしてେ੾ͳࢹ఺のݕ౼ɾڞ༗をͬߦた。

第 ５ 章
人 材 育 成
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昨年度から続けてサブファシリテーターとして参加し、
加えて他のワークショップで類似する活動を行って、ムサ
カツ自体に対する個人的な捉え方にも変化があった。ム
サカツはファシリテーター同士のディスカッションが多くと
られており、その時間で言語化する過程がかなり重要だ
という点である。今回のムサカツでは特に、中高生の本
音を探るためにファシリテーター側が付箋をあらためて見
直し、キーとなる考えはどれだろうかと深堀りをした。私
はこの時間がなければ自信をもって進行することはできな
かったし、自分の脳内の刺激にもなった。一方で、かな
り中高生側をアシストする要素にはなったので、自分の
中で整理するものと中高生に対して発するものをしっかり
と分けなければならないと感じた。また、ムサカツの連続
性にも興味を持った。今回、昨年度までの中高生メンバー
のファシリテーター側としての参加もあり、「来年はファシ
リテーター側に」と宣言した高校生もいた。中高生側で

私は、ムサカツに中学三年生の時に初めて参加してか
ら今年で五年目を迎えました。高校三年生までの四年間
は、参加者側として、まず「武蔵野市に子どもの権利条
例を作る」ことをテーマに取り組みました。なかなか意見
がまとまらない状況が続きましたが、最終回の市長提案
会が迫ると、メンバー皆の団結が強くなり、納得のいく
提案が出来たことが印象に残っています。話し合いが上
手く行かないときに、ファシリテーターが話し合いをスムー
ズに進められるようにサポートをしてくれたからこそ、良
い市長提案が出来たと感じており、毎回サポートをしてく
れたファシリテーターには、とても感謝しています。そして、
大学に入学したらファシリテーターとしてムサカツに携わり、
今までの恩返しがしたいと思っていました。

今年から念願のファシリテーターとしての参加で、テー
マは、「相談」と「多世代交流」でした。私は、「相談」チー
ムに所属して約半年間活動を支援してきました。学年が
全く違うメンバーが集まり、相談しやすい「場所」、「人」、

「時間」についての話し合いを行いました。メンバーの
話し合いがテーマから大きく外れて来た時には、テーマに
沿った話し合いに戻せるようサポートしました。話が止まっ
てしまった時には「こういう案は？」とか、話し合いの
中で中々自分の意見を述べられていない子には「どう思
う？」などと投げかけました。参加者として参加した時に
助けられたことを思い出しながら、活動できたと思います。

（所属：東京医療保健大学）

私が担当した相談グループでは、気軽に悩みや相談
ができる居場所とはどのような場所かというテーマについ
て考えました。学生たちは、当事者として、どんな施設
なら行きやすいか、どんな相談員なら話しやすいか、ど
のようなつながり方なら安心できるかを真剣に考えていま
した。自分自身の経験に基づく意見だけでなく、いじめ
や家庭の問題を抱える人、スマートフォンを持っていない
人など、自分とは異なる立場の人にも思いを巡らせなが
ら、より多くの人が利用できる相談の在り方を模索してい
た姿が印象的です。

また、休憩時間や活動前後の時間に、学生たちと学
校の悩みや恋愛の話、たわいのない雑談をする中で、こ
うした何気ない交流こそが、実は学生たちが求めている
ものなのではないかと感じるようにもなりました。個人化
が進み、他者との関係を自分で選び取らなければならな
い現代において、人間関係は自由である一方、不安定
さを抱えやすくなっています。そんな現代を生きる子ども、
若者たちにとって、ムサカツのように、立場や目的は違っ
ていても自然に集い、対話し、関係を築ける場そのものが、
ちょっとした心のよりどころになっているのではないかと思
います。

全体を通じてムサカツは、単なる提言活動にとどまら
ず、学生たちが自分の気持ちを言葉にし、誰かと共有し、
他者とつながることができる居場所でもあると感じました。
その一端に関われたことを、とても嬉しく思います。

（所属：早稲田大学）

自分の意見を出し、大学生からは意見のサポートを行う
という流れでムサカツに関わるという構造は、ムサカツが
続けば続くほど特徴的なワークショップになっていく部分
な気がするし、参加者にとっての対話のための包括的な
トレーニングのようになるようにも考える。

ムサカツは、中高生だけでなく、ファシリテーターも一
緒に創り上げていく場なのだと強く感じた。

（所属：成蹊大学）

グループファシリテーター 振り返り

第 ６ 章
参 考 資 料

「公園」に関する中高生世代の声
発表スライド

来場者アンケート
令和7年度総まとめ振り返りアンケート
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「
公
園
」に
関
す
る
中
高
生
世
代
の
声

ॳճのワークγϣッϓͰɺ市໾ॴの֤部ॺ͔
Βதߴੜੈ୅の੠をฉ͖た͍ςーϚʢީิʣ
を提ࣔして΋Β͍ɺҙ׵ަݟをͬߦた。ͦ の
தͰɺʮதߴੜੈ୅が利༻し΍͍͢ެԂʯʢ྘
のまͪਪਐ՝ʣͱ͍͏ςーϚʹ͍ͭてɺࢀՃ
ऀ͔ΒʮެԂͰのա͝しํʯͱʮ͞ま͟まͳ
੠ʢิ଍આ໌ɺ͍ͮ࢖Β͍ϙΠϯトɺ͜ Μͳެ
Ԃ͋ͬたΒ͍͍ͳʣʯをௌ͖ͱͬた。ҎԼɺӡ
営事຿ہͰ߲໨ཱてʢ"d%ʣを͍ߦɺҙަݟ
。の಺༰を঺հ͢Δ׵

A)おしゃべりをする

【付箋に書かれた過ごし方】
ʮ͓しΌ΂ΓʂʯʮϕϯνͰ͓しΌ΂Γʯʮ͓ۚ

がͳ͍ͱ͖ʹ͓しΌ΂Γʯʮ༑ୡͱしΌ΂Δʢୈ
ೋしΖがͶɺୈࡾしΖがͶɺ༡۩ʹ৐Γͳが
Βʣʯ

【意見交換での発言メモ】
wʮେ人਺Ͱʯʮ௕࣌ ʢؒ࣌ؒの੍ݶがͳ͘ʣʯ
ʮ͓ۚが͔͔Βͳ͍ʯա͝しํがͰ͖Δの

はެԂし͔ͳ͍。
w ͓ۚを͔けͣʹ௕͍࣌ؒΒΕΔのはਤॻ

͔ؗެԂ。͞ Θ͛ΔのはެԂͩがɺՆͱౙ
は͍͔ͳ͍。

w ͓しΌ΂Γの࣌ؒはɺたͱ͑͹༦ํ̐࣌ʙ
̓࣌ͱ͔。ૣ ேʙ͓னまͰͱ͔΋。͍͔޲
߹Θͤのϕϯνʹͬ࠲たΓして͓しΌ΂Γ。

w ެԂのʮはし͝ʯ΋͢Δ。たͱ͑͹ɺ市ຽެ
Ԃのϒϥϯίʹのͬて͓しΌ΂Γしてɺͣ ͬ
ͱͦ͜ʹ͍Δͱখ͍͞ࢠが͑࢖ͳ͘ͳͬ
てしま͏͔Βɺͦ の͋ͱผのެԂʹҠ動し
たΓ͢Δ。్ தͰॵ͍͔ΒΤίϦκートʹ
ೖͬたΓ΋͢Δʢίϛηϯతͳํ͍࢖ʣ。一
ํͰɺΊΜͲ͍͔͘͞Β同͡ެԂʹͣͬͱ

͍Δ͜ͱ΋。
w ͓しΌ΂Γした͍ͱ͍͏のͱεϙーπを

した͍ͱ͍͏のͱɺ同͡ެԂͰཱ྆͢Δの
は೉し͍。

w Նはॵ͍し஬が͍ΔしެԂはߦけͳ͍。୅
ΘΓʹ௨࿩Ͱ͓しΌ΂ΓしたΓɺങ͍෺し
ͳがΒしΌ΂ͬたΓ。

w ެԂのϕϯνʹ԰ࠜが΄し͍。
w ϕϯνࣗମがॵ͗͢て࠲Εͳ͍。
w ϕϯνの真Μதʹͻ͔͡けが͋Δͱ࿩が

しͮΒ͍。৸た͍࣌΋৸సがΕͳ͍。
w ެԂʹςーϒϧがͳ͍。͋ ͬて΋খ͍͞
w Ӵੜ໘ʢトΠϨʣは৺഑。௕࣌ؒは͍ΒΕͳ

͍。

B)あそぶ

【付箋に書かれた過ごし方】
ʮίϯϏχͰΞΠεͱ͓՛ࢠをങͬて৯΂Δʯ
ʮ༑ୡͱόυϛϯトϯʯʮਫ༡ͼʯʮ写真ͱΔʂʯ
ʮ動ըをͱͬたΓ͢ΔʢགྷͬてΈたɾ;͟けた

΍ͭͱ͔ʣʯʮͻまͭͿしʯʮ৸Δʯʮू߹৔ॴʹ
͢ΔʯʮొԼߍͰ௨Δʢઇの೔ͱ͔ߚ༿のͱ͖
ͱ͔ʣʯʮ͓Ֆ͢ݟΔʯʮۙॴのΘΜ͜ͱ͋ͦͿʯ

ʮϐクχックˏதԝެԂʯʮҪの಄ެԂͰՖՐʯ
ʮϘートʹ৐ΔʢҪの಄ެԂʣʯʮ͢΂Γ୆のԼ

ͰήーϜʢখ学ੜʣʯʮ༡۩Ͱ͓ʹͬ͜͝ʂʢখ
学ੜʣʯʮ࢛ͭ༿のクϩーόー୳しʢখ学ੜʣʯ

ʮҪށͰ༡Ϳʢখ学ੜʣʯ

【意見交換での発言メモ】
wʮ͢΂Γ୆のԼʯはॵ͍͔Β。ͦ ͜し͔೔Ө

がͳ͔ͬた。
w ૲がଟ͗͢Δのは͍ͮ࢖Β͍。ਫಓがͪΌ

Μͱ͋Δのはศ利。
w ςεトؒظのؾ੖Βしͱ͔Ͱ͘ߦ。

w খ͗͢͞ΔެԂはͬߦて΋΍ΕΔ͜ͱが
ͳ͍。

w 本౰は༡۩Ͱ༡ͼた͍けͲʢϒϥϯίͱ͔ʣɺ
ର৅೥ྸ͡Ό͍͔ΒյΕΔ͔΋ͱͬࢥて
。てͳ͍ͬ࢖

w தߴੜ༻の༡۩が΄し ʢ͍͍ͩた͍はࡀ��
まͰʣ。δッϓϥΠϯͱ͔。

w ࣗ෼たͪ΋༡ͼた͍ʂখ͍͞ࢠͲ΋ʹは
ΏͣΔしʂ

w খ͍͞ࢠʹͿ͔ͭͬたΒةͳ͍͔Βେ͖
͘動͖ʹ͍͘

w ެԂͰ༡Ϳͱখ͍͞ࢠのδϟϚʹͳͬて
しま͏͔Β༡͹ͳ͍。

wʮࢠͲ΋ʢখத学ੜʣの༡ͼ৔ʯײが͋ͬてɺ
。Β͍͖ͮߦੜはߍߴ

w Կ΋ͳ͍ެ͍޿Ԃͩͱখ͍͞ࢠ΋͋まΓ
͍ͳ͍のͰ͖͍ͬࢥΓ༡΂ͦ͏。

w খ学ੜがଟ͍͔Β઎ྖしたΒਃし༁ͳ͍。
w த学ੜ΋ʮ༡۩͓ʹʯは͢ΔけͲɺ഑ྀして

Δʢ本౰は͖͍ͬࢥΓ͋ͦͼた͍ʜʣ
w ՖՐがͰ͖ΔެԂがۙ͘ʹͳ͍。
w Իָをྲྀして΋ؾʹしͳ͘て͍͍͘Β͍

。৔ॴが͋Δͱ͍͍͍޿
w ެԂʹ͍ ʮ͖͔ͬ͘けʯが͋Δͱ͍͍。ϑΥ

トεϙットが͋Δͱ͍͍。ՖՐΈた͍ͳΠ
ϕϯトが͋ΔͱެԂʹ͔͖ͬ͘ߦけʹͳΔ。

w ίϯηϓトの͋ΔެԂͩͱڵຯがΘ͍て
෎தʹ͋Δʮަ௨ެԂʯͱ͔。͘ߦ

w ೥ྸผのެԂʢ࣌ؒଳ෼けΔͱ͔ʁʣが͋
Δͱ͍͍。

w पΓʹॅΜͰ͍Δ人が΍͞し͍ͱ͍͍。ͦ
͏͡Όͳ͘て͑࢖ͳ͘ͳͬた͜ͱ΋。

wʮมͳ人ʯがͣͬͱ͍ΔެԂが͋ͬて͍࢖
ͮΒ͍。

w খதͱཱࢲͳのͰɺۙ ͘のެԂͰ༡΂Δ༑
ୡが͍ͳ͍。

C)運動する

【付箋に書かれた過ごし方】
ʮࢄาʯʮؾ෼స׵Ͱ׼を͔͘たΊʢςεトظ

ؒͱ͔ʣʯʮόεέの࿅習ʯʮૣேʹϥϯχϯάʯ
ʮ学ߦߍ事の࣋ٱ૸の࿅習ʯʮϥάϏーの࿅習
ʢதԝެԂʣʯʮトϥックͰ૸ΔʢҪの಄ެԂ੢

Ԃʣʯ

【意見交換での発言メモ】
w όεέのΰーϧがͳ͍。ʢαッΧーͱ͔΄

͔のεϙーπ΋ʣ
w ૸Δ࣌ʹɺͩ ͍た ʮ͍ʓʓ Nʯͱ͍͏؃൘

が͋Δͱ͍͍。

D)学校の作業をする

【付箋に書かれた過ごし方】
ʮ学ߍのԿ͔の४උܥʢμϯεのςεトのલ

ͱ͔ʣʯʮମҭࡇ΍文化ࡇの४උ΍࿅習ʯʮ学ߍ
のत業ͱ ʢ͔ࣗવ࡯؍ʣʯ

【意見交換のメモ】
w 学ߍの࠷ऴԼߍがա͗た͋ͱʹɺͦ のまま

ۙ͘のެԂʹ͍ͬてଓ͖の࡞業を͢Δ。ί
ϛηϯを͜͏࢖ͱ΋͋Δ。ίϛηϯ͔ެԂ
͘Β͍し͔ͳ͍。
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多 世 代 交 流│A チ ーム

ͳͥࢲたͪが͜のΑ͏ͳ提Ҋを͢Δの͔ͱ͍͏ͱཧ༝はೋͭ͋Γま͢。
一ͭ໨はɺଟੈ୅ͱのަྲྀを΋ͬͱਂΊた͍ͱ͍͏͜ͱ。ೋͭ໨はɺʮς
ϯϛϦΦϯϋ΢εʯを΋ͬͱΑ͘஌ͬて΄し͍ͱ͍͏͜ͱ。
͜のೋͭの͜ͱが͜の活動をして͍Δཧ༝Ͱ͢。

【 提 案 の 背景】

テンミリー
～スタンプを添えて～

【 提 案 の 内 容】

【 提 案 の 詳 細】

発 表 用スライド 発 表 原 稿

۩ମతͳ提Ҋ಺༰ͱしてはɺ֤ ςϯϛϦΦϯϋ΢εをճΔελϯϓϥ
Ϧーを͍ߦま͢。Ͱ΋ɺたͩελϯϓをԡͩ͢けͰはɺଟੈ୅ަྲྀʹͭ
ͳがΒͳ͍のͰɺ֤ ςϯϛϦΦϯϋ΢εͰʮϛッγϣϯʯをઃ定しま͢。
͜͜Ͱ͍ ʮ͏ϛッγϣϯʯͱはɺͦ ΕͧΕのςϯϛϦΦϯͰ೔ʑߦΘΕ
て͍Δ༷ʑͳΠϕϯトʹࢀՃして΋Β͏͜ͱを͑ߟて͍ま͢。
武蔵野市಺のςϯϛϦΦϯϋ΢εをา͍てճΔのはͱて΋େมͳのͰ
Ҡ動खஈはόε΍ిंの利༻΋Մʹしま͢。たͩɺ武蔵野市಺のΠϕ
ϯトͳのͰɺόεはϜーόεの利༻をਪ঑しま͢。

Ͱは͍ͭʁͲΜͳ;͏ʹʁͱ͍͏͍͔ࡉελϯϓϥϦーの಺༰ͱしてはɺ
。て͍ま͑͢ߟのஈ֊ͱしてはೋͭのํ法をࠓ
一ͭ໨の΍Γํはɺ一͔ॴのςϯϛϦΦϯϋ΢εʹԿճ͔ͬߦて΋Β
͍ΠϕϯトʹࢀՃして΋Β͏ܗͰ͢。͜ のํ法Ͱはɺೆ ւ΋同͡৔ॴ
ʹ๚ΕΔ͜ͱʹΑͬてɺ同͡人たͪͱԿճ΋ަྲྀ͢Δ͜ͱがͰ͖ま͢。
ςϯϛϦΦϯϋ΢εʹདྷΒΕΔํたͪはօ͞Μ஍ҬのํたͪͳのͰɺ
をங͘͜ͱがͰ͖ੑ܎はは͖ͬΓしͳ͘ͱ΋まͣは利༻ऀのํͱؔܗ
ま͢。
ೋͭ໨の΍Γํはɺ武蔵野市಺ʹ͋ΔςϯϛϦΦϯϋ΢ἐ͔ॴをͦ
ΕͧΕͬߦて΋Β͍ΠϕϯトʹࢀՃして΋Β͏ܗͰ͢。͜ のํ法Ͱはɺ
武蔵野市಺のͦΕͧΕのςϯϛϦΦϯϋ΢εʹ͍ͭてʮまͣ஌ͬて΋
Β͏ʯͱ͍͏͜ͱがՄೳʹͳΓま͢。

։ؒظ࠵ͱしてはʮՆٳΈʢ௕ٳظΈʣの̎೔ؒʯが͍͍ͱ͑ߟて͍ま͢。
௕ٳظΈͱ͍͏͜ͱ΋͋Γɺதߴੜੈ୅の΄͔ʹ΋෯͍޿೥୅のํʹ
Δͱ�೔ͰはΩπΠ͑ߟՃして͍たͩ͘͜ͱがͰ͖ɺ武蔵野市಺ͱࢀ
ͱ͍͏໘͔Β̎೔ؒͱ͍͏ܗが͍͍ͱ͑ߟました。

ऴతͳΰーϧͱしてʮใुʯが͋Δͱத࠷Ճ͢Δʹ͋たͬてࢀɺʹޙ࠷
Ճをଅ͢͜ͱがͰ͖ま͢。ʮใुʯͱしては260Χーυࢀੜੈ୅のߴ
を͑ߟて͍てɺઌ΄Ͳの一ͭ໨のํ法の৔߹ɺ߹ܭԿ೔ࢀՃした͔ʹ
Αͬて൑அしてɺೋͭ໨のํ法の৔߹ɺ͍ ͭ͘のςϯϛϦΦϯϋ΢ε
をճͬた͔ʹΑͬて൑அしま͢。

提 案 の キャッチフレ ーズ

発
表
ス
ラ
イ
ド

多 世 代 交 流│B チ ーム

͜のάϧーϓはɺςϯϛϦΦϯϋ΢εͰのଟੈ୅ަྲྀʹ͍ͭてɺڵຯが
͋ΔけͲ༐ؾがग़ͳ͘てϘϥϯςΟΞͳͲʹདྷΒΕͳ͍人が͍Δɺͱ͍
͏՝୊が͋Δͱ͑ߟました。ࢀՃしͮΒ͍ཧ༝ͱしてはɺςϯϛϦΦϯ
ϋ΢εがͲΜͳงғؾͰ活動して͍Δの͔が෼͔Βͳ͍͜ͱɺͲΜͳ人
ͱؔΘΔ͔Πϝーδが͔ͭͳ͍͜ͱɺத਎が഑હͳͲ一ํతͳ΋のͩͱ
ؔΘΓͮΒ͍ͳͲが͋Γま͢。
ઌఔのάϧーϓʹɺϘϥϯςΟΞʹڵຯを͖͔࣋ͭͬけを࣋ͬて΋Β͏
たΊのൃදʢελϯϓϥϦーの提Ҋʣをして΋ΒͬたのͰɺࣗ ෼たͪのΑ
͏ʹϘϥϯςΟΞʹ͋Δఔ౓ڵຯを࣋ͬた人ୡをର৅ʹ͢Δ͜ͱʹし
ました。

【 提 案 の 背景】

テンミリオンハウスを
ボランティアで身近な場所に

【 提 案 の 内 容】

【 提 案 の 詳 細】

発 表 用スライド 発 表 原 稿

まͣはϘϥϯςΟΞの৘ใをͦ΋ͦ΋஌Βͳ͍͜ͱがଟ͍たΊɺ͖ ͬ
͔け࡞ΓがඞཁͰ͢。
一ͭ໨はɺ学ߍͰ഑Δͱ͍͏ํ法Ͱ͢。学ߍͰνϥγを഑Ε͹ɺͦ Εを
ݴʹܰؾて͘ΔͶʯͱͬߦʹて༑ୡを༠͍΍্͍͢ɺ਌ʹ΋ʮ͜Εͤݟ
͍΍͍͢Ͱ͢。͞ Βʹɺ市ใͳͲをݟͳ͍人ʹ΋৘ใがಧ͖΍͍͢ͱ
͍͏େ͖ͳϝϦットが͋Γま͢。
ೋͭ໨ʹɺ市ใͳͲʹաڈのϘϥϯςΟΞ౳のࢀՃऀのײ૝をͤࡌΔ
͜ͱͰ͢。ײ૝をͤࡌΔ͜ͱͰɺϘϯϥςΟΞの活動಺༰ͩけͰͳ͘ɺ
ςϯϛϦΦϯϋ΢εのงғؾを஌Δ͜ͱがͰ͖Δ。
ʹ൘ɺӺͳͲのた͘͞Μの人が໨ʹͭ͘৔ॴࣔܝ໨ʹɺεーύーɺͭࡾ
ϙελーをுΔ͜ͱͰ͢。4/4ͩͱ市のΞΧ΢ϯトͳͲをϑΥϩーし
て͍Δ人ʹし͔৘ใがಧ͖まͤΜがɺϙελーͩͱ;ͱしたॠؒʹた
͘͞Μの人の໨ʹ෇͘Α͏ʹͳΓま͢。

۩ମతͳ活動಺༰はɺ利༻ऀ͞Μͱ一ॹʹ͢Δɺ利༻ऀ͞Μʹ͑ڭて
΋Β͏ɺࢲたͪが͑ڭΔɺのͭࡾが͋Γま͢。
ྫ͑͹ɺฤΈ෺΍ॻಓͳͲςϯϛϦΦϯϋ΢εͰ΍ͬて͍Δϓϩάϥ
Ϝを一ॹʹ΍Δͱɺ利༻ऀ͞Μͱのڑ཭がۙ͘ͳͬて࿩し΍͘͢ͳ
Γま͢。またɺੲ༡ͼ΍ମݧしたྺ࢙ͳͲを͑ڭて΋Β͏ͱɺී ஈの
ੜ活Ͱは͑ߟͳ͍͜ͱを͑ߟΔػձʹ΋ͳΓま͢。͞ Βʹɺࢲたͪが
$IBU(15΍ɺ-*/&ͳͲのํ͍࢖を͑ڭて͋͛Δ͜ͱ΋Ͱ͖Δ͔΋し
ΕまͤΜ。ͦ のΑ͏ͳ活動΋しͳがΒɺ͓ ன͝൧の഑હ΍ย෇けͳͲ
の͓ख఻͍΋Ͱ͖たΒ͍͍Ͱ͢。
͜のΑ͏ͳ活動を௨してɺ利༻ऀ͞Μͱ͔͔ΘΔʮ実ײʯがಘΒΕΔͱ
͍͍ͳͱ͍ࢥま͢。
たͪはςϯϛϦΦϯϋ΢εʹ͋まΓؔΘΓがͳ͘ɺԿをしࢲɺʹޙ࠷
たΒςϯϛϦΦϯϋ΢εʹ͍ΔํʑがتΜͰ͘ΕΔの͔がΑ͘Θ͔Β
ͳ͍たΊɺ΍Δ͜ͱがલ΋ͬてܾΊて͋ͬたํがϘϥϯςΟΞʹࢀՃ
し΍͍͢Ͱ͢。またɺ一人ͰࢀՃ͢ΔのはϋーυϧͳたΊɺ༑ୡͱ一ॹ
ʹɺՆٳΈؒظͳͲʹࢀՃͰ͖Δͱ͏Εし͍Ͱ͢。

提 案 の キャッチフレ ーズ
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相 談 チ ーム

എܠɾ՝୊ҙࣝʹ͍ͭてはɺେ͖͘ೋͭʹ෼けました。
一ͭ໨は૬ஊ͢ΔまͰのաఔɺೋͭ໨は۩ମతͳ૬ஊ৔ॴʢڥ؀ʣʹ ͍ͭ
てͰ͢。
武蔵野市ʹはɺطʹ͍͔ͭ͘の૬ஊ૭ޱが͋Γま͢がɺதߴੜ͔Βはʮ利
༻͔͡Μが୹͍ʯɺʮΧ΢ϯηϥーʹ਌ۙײを๊͖ʹ͖͘ʯɺʮ৔ॴがԕ͍ʯ
ͳͲのཧ༝͔Βதߴੜが利༻Ͱ͖て͓Βͣɺʮ΋ͬͱܰؾʹ利༻した͍ʯ
ͱ͍͏ҙݟがଟ͘ग़て͍ま͢。
またɺ૬ஊ৔ॴʹͭͳがΔまͰのաఔʹؔしては΋ʮ૬ஊ಺༰を਌ʹ஌
ΒΕた͘ͳ͍ʯɺʮ೰Έの۩ମతͳ಺༰΍എܠをઆ໌͢Δのが໘౗ʯɺʮ૬
ஊ৔ॴのۭؾが͏ͦݎʯɺʮ本౰ʹղܾͰ͖Δの͔ʯͱ͍ͬたෆ҆がଟ͘
ฉ͔Εました。

【 提 案 の 背景】

信頼・安心からはじまる相談を

【 提 案 の 内 容】

【 提 案 の 詳 細】

発 表 用スライド 発 表 原 稿

ͦ͜Ͱɺࢲたͪはʮ೰Έを࿩͢ʯ໨తͰ૬ஊ૭͘ߦʹޱのͰはͳ͘ɺʮձ
࿩ɾࡶஊʯを໨తͱしてډ৔ॴ΁͖ߦɺͦ のઌͰඞཁʹԠ͡て೰Έ૬ஊ
。Δۭؒͮ͘Γを提Ҋしま͛͢ܨʹ

͜のεϥΠυͰは実͑ߟʹࡍて͍Δ༷ࢠをͤࡌてΈましたʂ

Έͳ͞Μʹͱͬてはখ͞ͳ೰ΈͰ΋ɺதߴੜʹͱͬてはେ͖ͳ΋のͰ͢。
͔ͭてɺՆ໨ᕸੴはʮ人ؒは໎͏ଘࡏͰ͋Δ。໎ Θͳ͘ͳͬたΒɺ人ؒ
Ͱはͳ͍ʯͱ͍ݴました。೰Ή͜ͱʹରしてߠ定Ͱ͖ΔΑ͏ͳډ৔ॴ
を࡞ΕΔΑ͏ʹした͍ͱ͑ߟて͍ま͢。

͜͜まͰൃදして͖ましたがɺ۩ମతͳ಺༰はま͓ͩ࿩しͰ͖て͍ま
ͤΜ。�෼Ҏ಺ʹ఻͑Δのが೉し͔ͬたのͰɺ࣍ のϙελーηッγϣϯ
Ͱதߴੜ͔Βのҙݟをฉ͖ɺた͘͞Μٙ໰をͿͭけてཉし͍ͱ͍ࢥま
͢ʂ

提 案 の キャッチフレ ーズ

発
表
ス
ラ
イ
ド

「テンミリオンハウスを活用した多世代交流」
の提案へのコメント

＜スタンプラリーに関する提案について＞
w  ελϯϓϥϦーͱ͍͏۩ମతͳ提ҊͰɺ実

。ました͍ࢥՄೳͰはͳ͍͔ͱݱ
w  ςϯϛϦଆの受ೖମ੍΍ϓϩάϥϜがத

ま͡ײΔ͔Ͳ͏͔が伴͔ͳͱࢗ͞ʹੜߴ
した。

w  ςϯϛϦΦϯのҐஔをϜーόε౳のެڞ
のΞクηεϚッϓʢ༥߹൛ʣをͭͬؔ͘ػ
てΈてはͲ͏Ͱしΐ͏͔ʁ

w  学ੜのํ͔ΒϓϩάϥϜを提供͢Δͱ΍
ΓͱΓが૒ํ޲ʹͳͬて͍͍ͱ͍ࢥました。

ʢεϚϗのํ͍࢖を͑ڭΔͳͲʣ
w  தߴੜੈ୅΁のप஌の一؀
w  ܧଓੑが՝୊ʢऀྸߴͱのؔΘΓがएऀʹ

ରしてͲΜͳϝϦットが͋Δの͔ʣ
w  Ϝーόεの利༻をଅ͢Α͏ͳ஍Ҭ΁のڵ

ຯを෸͔ͤΔ޻෉がྑ͍ͱ͍ࢥました。
w  ελϯϓϥϦーͳͲはೖޱͰ͋ΔのͰɺܧ

ଓੑを͑ߟたͱ͖ʹςϯϛϦの৯事݊を
ෳ਺ຕൃߦして༑ͩͪͱ一ॹʹདྷΒΕΔ
Α͏ʹしてܧଓੑを࣋たͤΔΑ͏ʹした͍。

w  ଟੈ୅ަྲྀのςーϚͰ΋ɺελϯϓϥϦー
΍ςϯϛϦͰのΠϕϯトࢀՃͰप஌をߦ
͏͜ͱͰɺ਌しΈを΋ͬて΋Β͍ɺͦ のޙ
΋学ߍをࠐ͖רΜͰ৬৔ମݧతͳؔΘΓ
ํがͰ͖ΔͱܧଓੑがੜまΕΔͱ͏ࢥ。

＜ボランティアに関する提案について＞
w  活動಺༰のࡾ本の࣠がΑ͑͘ߟΒΕて͍

てૉ੖Βし͍提Ҋͩͱ͍ࢥました。
w  ڵຯが͋まΓͳ͍தߴੜʹରしてࢀՃ͢

ΔϝϦットをଧͪग़ͤΔͱͳ͓Α͍ͱࢥ
͍ました。

w  ࠓճはςϯϛϦΦϯϋ΢εの͓୊ͩͬた
͔΋しΕͳ͍がɺϓϨΠεのཱ৔͔Β͢Δͱɺ
市ຽ活動ஂମʹͱͬて΋ � 一ॹʹ � ͱ͔ �
एऀ͔Β͑ڭʹऀྸߴΔ�͜ͱがٻΊΒΕ
て͍Δ͜ͱͩͱͬࢥた。

w  一౓のΈのΠϕϯトͱ͢ΔのͰはͳ͘ɺ͓
が஍Ҭ܎ΘΔؔڭ͑ڭしΈͳがΒָ͍ޓ
ͰͰ͖Δͱྑ͍ͱ͏ࢥ。

w  ςϯϛϦΦϯのํはɺ利༻ऀͰ͋Δྸߴの
ํの͓࿩が௚઀ฉけて͍ͳ͍のͰɺͦ のղ
૾౓が௿͘͡ײました。ଟੈ୅ަྲྀͳのʹɺ
ੜし͔ର৅ʹ͋がͬてͳ͍ߴͱதऀྸߴ
のはগし࢒೦Ͱした。

w  ίϛϡχςΟηϯλー΋ͦのΑ͏ͳػձ
のप஌৔ॴの一ͭʹ͍Εて΄し͍Ͱ ʢ͢ν
ϥγɺϙελーɺίϛηϯศΓʻຖ݄ൃߦ
ʼʣ

w  ͓ ͹͋ͪΌΜ͓͍ͪ͡ΌΜの೰Έɺ΍Γた
͍͜ͱを܏ௌしてΈたΒͲ͏Ͱしΐ͏͔ʁ

w  学ੜはฏ೔はࢀՃͰ͖ͳ͍のͰɺ௕ٳظΈ
ʹςϯϛϦΦϯϋ΢εʹߦけΔΑ͏ʹ͢
Δのはަྲྀのػձを͛޿Δのʹ͍͍ͱࢥ
͍ました。தߴੜ΋ҙ֎ͱ市ใはݟて͍Δ。
༑ͩͪʹはνϥγͩͱڞ༗し΍͍͢。

w  தߴੜߴɺ ྸऀ૒ํʹϝϦットが͋Δϓϩ
άϥϜを૊Ήͱ͍͏఺ͰɺεϚϗૢ࡞をڭ
͑Δɺຑ੃を一ॹʹしてワβを͑ڭて΋Β
͏ɺͱ͍͏ϓϩάϥϜはྑ͍ͱ͏ࢥ。

w  ࠓはνϥγを市ཱߍͰはσーλ഑৴ʹม
Θͬてしまͬて͍Δがɺ΍はΓࢴͰ഑ΒΕ
たํが༑ͩͪͱͦΕをݟͳがΒ࿩ͤてྑ
͍ͱ͍͏ҙݟがߟࢀʹͳͬた。

w  ੜెʹ஌ΒͤΔʹはࢴνϥγがޮՌత。
w  தߴੜが͘ߦϝϦットをࣔͤΔのはྑ͍
w  $IBU (15
 -*/&のํ͍࢖をதߴੜが͑ڭ

Δͱ͍͏਎ۙͳϘϥϯςΟΞがྑ͍ͱࢥ
͍ました。
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w ςϯϛϦΦϯϋ΢εの利༻ऀはΞφϩά
తͳମݧがಘҙͳたΊɺͦ ͜΁のΞϓϩー
ν΋ඞཁͩͱ͏ࢥ。利༻࣌ؒଳがதߴੜͱ
߹Θͳ͍ͱ͍͏のは൓ল఺Ͱ͋Δ。

w ଟੈ୅ަྲྀʹ͍ͭてはɺதߴੜଆのϝϦッ
トが͋Δ͔ʁͦΕを͍ͤͩݟΕ͹ܧଓత
ͳऔΓ૊ΈʹͳΔͱ͍ࢥま͢。

「中高生世代の相談環境について」の提案へ
のコメント

w ࢛ίϚອըɺ૬ஊऀϓϩϑΟーϧは۩ମత
。ま͍͢ࢥして͍͖た͍ͱ౼ݕʹ

w ΋しʢ動ըのʣϦーϧ੡࡞をख఻ͬて͍た
ͩけΔͳΒɺதߴੜʹಧ͘޿ใʹͳΔのͰɺ
ͥͻ一ॹʹ΍Γましΐ͏。

wʮ事લΞϯέートʯʹ ͍ͭてɺʮղܾして΄
し͍ɹ:FT /PʯʮͲΜͳ;͏ʹ઀して΄し
͍ʯが೺ѲͰ͖Δͱɺΰーϧઃ定がͰ͖て
ରԠし΍͍͔͢΋。

w ϓϨΠεの事ྫͰ͍͏ͱɺࡶஊͰελッϑ
ͱؔ܎をங͖ɺձ࿩のத͔Βਂࠁͳ૬ஊが
ग़て͘Δ͜ͱ΋͋ΔのͰɺͦ ͏͍ͬた৔が
ෳ਺ඞཁͳの͔΋しΕͳ͍。

w たし͔ʹまͣ࣌ؒをྀ͢ߟΔඞཁが͋Δ
ͱ͡ײた。ͦ して΍はΓ人ͳΜͩΖ͏ͳ͋
ͱ͏ࢥのͰɺͲΜͳ人が૬ஊを受けΔの͔
を͑ݟΔ化͢Δඞཁ΋͋Δͱͬࢥた。

w ૬ஊʹؔしてはɺ౰事ऀͰ͋Δதߴੜのؾ
࣋ͪ΍͜͏͢Δͱ͍࢖΍͍͢ͱ͍͏ΞΠ
σΞがͱて΋Α͍ͱ͍ࢥました。

w ແ໊هΞϯέートʹてɺ৘ใऩूしてΈて
はʁʢˡ໛଄ࢴʹ͋Γましたʂʣ

wʮ೰Έをղܾʯʮձ࿩Ͱൃࢄʯίーεを෼け
Δのは૬ஊし΍͘͢ͳΔ͍͍࢓૊Έͩͱ
ま͢。Χ΢ϯηϥーϓϩϑΟーϧをΧー͍ࢥ
υʹॻ͍て͓͘のは૬ஊがし΍͘͢ͳΓ
ͦ͏ͩͱ͡ײました。

w ͦΕͧΕの೰Έが͋Δɺ೰Έがҧ͏ͱ͢Δͱɺ
༷ʑͳ೥୅ɺ৬業の人ʹ૬ஊͰ͖ΔΑ͏ʹ
͢Δのは͍͍ͱ͍ࢥました。

w ૬ஊ৔ॴはɺ਌΍ଞの人ʹόϨͳ͍Α͏ʹɺ
一֊ଟ໨తɺೋ֊ࣗ習ࣨɺࡾ֊૬ஊࣨのॱ

ʢͩΜͩΜ੩͔ʹͳͬて͍͘ʣͱ͍͏のはɺ
૬ஊした͍人がଞの人ʹ஌ΒΕΔ͜ͱͳ
͑ߟ૬ஊͰ͖Δ৔ॴͱしてΑ͘ʹܰؾ͘
ΒΕて͍Δͱ͍ࢥました。

w 実ࡍʹɺ۩ମతʹ૬ஊͰ͖Δ಺༰ʢղܾま
Ͱ͍ͬた͔は͓͍て͓͍てʣを֮ࢹతʹ෼
͔ΔΑ͏ʹྫを提ࣔして͓͘ͱ͍͏のはɺ

ʮ͜Μͳ͜ͱ૬ஊして͍͍の͔ʁʯͱͬࢥ
て͍Δ人の૬ஊのϋーυϧをԼ͛Δͱ͏ࢥ。

w Ξϯέートを事લʹͱͬて͓͘ɺͱ͍͏の
΋ɺͲ͏͍ͬた͜ͱͰதߴੜが೰ΜͰ͍て
Կを๬ΜͰ͍Δの͔೺ѲͰ͖てྑ͍ͱ͏ࢥ。

w ελッϑͱのަྲྀのػձを૿΍͢。
w ͱ͍͏ίޱ৔ॴのԆ௕্ʹ͋Δ૬ஊ૭ډ

ϯηϓトは非ৗʹઆಘྗが͋Γました。
w ૬ஊ͢ΔϋーυϧをԼ͛ΔたΊの޻෉の

提Ҋがڵຯਂ͍。
w 営業࣌ؒɺॴࡏ஍ʹ͍ͭて΋ߟࢀʹͳͬた。
w ૬ஊ施ઃを΋ͬͱ͍࢖ʹܰؾた͍ͱ͍͏

૝͍がΑ͘Θ͔Γました。ձ࿩ɺࡶஊ͔Β
ೖΔͱ͍͏͜ͱが෼͔Γ΍͔ͬ͢たͰ͢。
૬ஊのਐΊ ʢํ学ߍɺ਌ʹ఻͑Δ఻͑ͳ͍ʣ
΋ࣗ෼たͪͰܾΊた͍ͱ͍͏ҙݟがҹ৅
తͰした。

w ৴པをங͘たΊʹࡶஊ͔ΒೖΔ͜ͱをॏ
して͍Δ͜ͱが෼͔Γました。਌όϨɺࢹ
学ߍόϨをͱて΋ؾʹして͍Δ͜ͱ΋ҹ
৅తͰした。ର໘Ͱ࿩した͍ͱ͍͏χーζ
΋ͪΌΜͱ͋Δ͜ͱがΘ͔ͬて҆৺しま
した。

w தߴੜは૬ஊ͢Δ͜ͱʹ͍Ζ͍Ζͳϋー
υϧが͋Δ͜ͱがཧղͰ͖た。まͣは৔ॴ
΁の৴པ͔Βɺ人ɾ૬ஊһ΁の৴པʹͳͬ
て͍͘Α͏ʹ͡ײた。

w 事લΞϯέートはɺ事લʹ本人の૝͍をฉ
͍て͓͘͜ͱͰʮͬࢥたのͱҧͬたʯͱ͍
を΋たͳ͍Α͏ʹͰ͖ΔのͰはͳ֮ײ͏
͍͔ͱͬࢥた。૬ஊ͢Δ҆৺ײʹͭͳがΔ
ͱ͏ࢥ。

w ૬ஊ৔ॴのΧーυͱ͔Ͱはͳ͘ɺελッϑ
の৘ใ΍事ྫ΋ࡌܝして͍ΔํがΘ͔Γ
΍͘͢૬ஊし΍͘͢ͳΔΜͩͱཧղした。
4/4 のӡ༻ʹ͍ͭて΋தߴੜがൃ৴して
ྑ͍のͰはͱ͍͏࿩が͋Γɺ同ੈ୅の໨ʹ
ಧ͘ʹは同ੈ୅の໨ઢͰൃ৴して͍けΔ
ͱ͍͍ͱͬࢥた。

w ૬ஊ૬खのଟ༷ੑʹ͍ͭてɺઐ໳ՈのΈͰ
はͳ͘ɺ͍ ΖΜͳ人ͱ͔͔ΘΓを࣋ͭػձ
ʹ΋ͳΓɺ͍ ΖΜͳཱ৔のҙݟをฉけΔػ
ձʹͳΔͱͬࢥた。ΈΒ͍ΔͰはɺ͢ Ͱʹ
͍ΖΜͳੈ୅のελッϑがؔΘͬて͍ま
͢がɺ΋͏গし਎ۙͳੈ୅の͍ۙ人΋͍て
΋ྑ͍の͔ͳͱ͍ࢥました。

w தߴੜの૬ஊ૭ޱʹ͍ͭてはɺޙࠓの市の
தߴੜのډ৔ॴの੔උํ਑のߟࢀͱͳΔ
Α͏ͳ৽し͍ࢹ఺Ͱの͖ͮؾが͋Γました。

w ૬ஊのςーϚͰはɺʮϓϩϑΟーϧʯʮ࢛ί
Ϛອըʯɺͦ Ε΋定ظతʹߋ৽して͍Δͱ
͞Βʹ͓΋しΖ͘ͳΔͱͬݴた提Ҋはྑ
͔ͬた。
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೉қ౓ɺҹ৅ʹͬ࢒て͍ΔϓϩάϥϜʹ͍ͭてɺબ୒ཧ༝΋͑ڭて͍ͩ͘͞

ൃද΍人ͱの࿩し߹͍が͖޷ͳ͜ͱ΋͋ͬてɺࣗ ෼の͑ߟを͑ڭΒΕΔのがָし͔ͬた͔Β。
ΈΜͳͰ提Ҋʹ޲けてࢿྉを࡞੒͢Δ͜ͱがͰ͖た。
ΈΒ͍Δ΍ࣗ習εϖーεの͜ͱを஌Εた͔Β。
ָしΉ͜ͱがͰ͖た。 ҙݟをͿͭけ߹͏のが໘ന͔ͬた。
෇ᝦͳͲをJͬ࢖てɺσΟεΧッγϣϯを͢Δのがָし͔ͬた͔Β。
提Ҋ࡞੒Ͱϝϯόーͱҙݟの͢Γ߹ΘͤがͰ͖た。
。が͋ͬたײまͰ΍ͬて͖た͜ͱを΍Γ੾ͬたࠓ
೉қ౓：ࣗ ෼の͑ߟ΍͍͢ςーϚͩͬたのͰɺൺֱతָし͔ͬた。 提Ҋ࡞੒：ࣗ ෼たͪの͑ߟて͍Δ͜ͱを͑ݟΔ化Ͱ͖て͍͘ײがָし͔ͬた。
。Ͱ͖ɺऔΓ૊Έ΍͔ͬ͢た͔Βײڞճは提Ҋ಺༰がܾまͬて͍てɺςーϚ΋ࣗ෼ࣗ਎ͱて΋ࠓ
ࣗ෼たͪがͪΌΜͱͬ࡞て͍Δײが͋ͬてྑ͔ͬた。
ϑΟーϧυワークͰॳΊてΈΒ͍ΔͱࢠͲ΋のݖ利༴ޢηϯλーを๚ΕたのͰ͢がɺ実͔ߦʹࡍͳ͍ͱ෼͔Βͳ͍վળ఺を஌Δ͜ͱがͰ͖ɺ
。ま͍͢ࢥͳͬたͱʹݧܦ͍ྑ
ΈΜͳͰҙݟをग़し߹ͬてܾΊて͍͘のはָし͔ͬた。
実ࡍʹٞ࿦して͍Δ৔ʹ͖ߦɺงғؾͳͲを਎ʹછΈて͡ײΔ͜ͱがͰ͖た͔Β。
提ҊͬてͳΔͱΊͬͪΌϜζΠʂʂ 一ॹʹ͑ߟΔのͱはまͬた͘ҧͬたʜ
ࣗ෼ʹͱͬてͪΐ͏Ͳ͍͍೉қ౓Ͱした。
਎ۙͳ໰୊ͩͬたのͰɺΠϝーδしқ͔ͬた。 ࣗ෼のҙݟを૬खʹ఻͑Δ͜ͱが͖޷ͳのͰɺϓϨ提Ҋձのҹ৅がͬ࢒͘ڧた。
৭Μͳ人がདྷて૝͍を఻͑ΒΕた͔Β。
ԿをͲ͏͢Ε͹෼͔Γ΍͘͢఻ΘΔ͔を࿩し߹͏のがָし͔ͬた。
஥ؒͱ஥ྑ͘Ͱ͖た͔Β。
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て͍ͩ͑͘͞ڭのબ୒ʹ͍ͭてՄೳͰ͋Ε͹ཧ༝΋ه্

同ੈ୅がଟ͔ͬたのͱɺάϧーϓϑΝγϦςーλーがし͔ͬΓまͱΊて͘Εた͔Β。
同ੈ୅の人がଟ͘ɺ࿩が߹ͬた。
ਖ਼ղがͳ͍͔Β
ΈΜͳͰձ࿩Ͱ͖ΔԹ͔͍งғؾが͋ͬた͔Β。
ϑΝγϦςーλーのํが࿩をৼͬてͩͬ͘͞た͔Β。
αϙートがखް͔ͬたのͰ。
。た͔ͬた͜ͱを্ख͘まͱΊて͘Εた͔Β͍ݴ٧まͬてしまͬて΋ɺϑΝγϦςーλーの人がʹ༿ݴ
࣌ؒͱ͍͏റΓがʜ҆৺してग़དྷͳ͔ͬた。
ϝϯόーが༏し͍人͹͔Γͩͬた͔Β。ϑΝγϦςーλー͞Μのਐߦがͱて΋্खͩͬた͔Β。
ී௨ʹָし͔ͬた。ΈΜͳ༏し͍。ΒͿ。
同೥୅の人し͔͍ͳ͍͔Β。ΈΜͳ学ߍ΋ҧ͏ͬて͍͏のがྑ͔ͬた。
࿩し΍͍ͬͩ͢ڥ؀た͔Β。
લճ΋΍ͬて͍Δ͔Β。

て͍ͩ͑͘͞ڭのબ୒ʹ͍ͭてՄೳͰ͋Ε͹ཧ༝΋ه্

٧まͬたͱ͖ʹɺࠓまͰの಺༰をまͱΊΔͳͲॿけて͘Εた͔Β。
ͦΕͧΕผのҙݟを࣋ͬた人たͪが真Μதのղܾࡦを୳͢ͱ͖ʹɺҙݟをまͱΊたΓɺ͑׵͍ݴをして͘Εた。
Θ͔Βͳ͍ͱ͜Ζをॿけて͘Εた͔Β。
͏ま͘࿩をฉ͖ग़して͘ΕたΓɺҙݟをまͱΊΔのをεϜーζʹして͘Εて࿩し΍͔ͬ͢た͔Β。
ٞ࿦が٧まͬた࣌ͳͲʹٞ୊ͳͲを提Ҋして͘Εた。
େ学Ͱಘたઐ໳తͳ஌ࣝを͑ڭて͘ΕたΓɺօのҙݟをまͱΊて͘ΕたΓして΋Βͬた͜ͱͰɺձ࿩がεϜーζʹਐΜͩたΊ。
٧まͬた࣌ʹॿけसをग़して΋Βͬた。
。༿ʹͰ͖ͳ͔ͬたͱ͜ΖをԿ౓΋ॿけて͘ΕたのͰݴて͍Δ͜ͱをͬࢥ
。Ճ͑てɺ࿩し߹͍がਐまͳ͔ͬた࣌ʹϑΝγϦςーλーの人たͪがԿ౓΋ॿけसをग़して͘Εた͔Βʹه্
ࣗ෼たͪのॿけʹͳΔॿݴがଟ͔ͬた。
ҙݟがఀ଺したͱ͖ɺରཱしたͱ͖ʹ࿩を本ےʹ໭して͘ΕたΓɺҙݟを্ख͘まͱΊてผの࿩୊ʹస׵したΓͱ࿩し߹͍をਐΊΔʹ͋たͬ
てɺͱて΋େ੾ͳ໾ׂをしてͩͬ͘͞たͱ͍ࢥま͢。
ਐߦがࢭまͬた࣌ʹ࣍のεςッϓまͰਐΊて͘Εた。
ࣗ෼たͪがٞ࿦ʹ٧まͬたࡍɺੵ 。をग़して͘Εた͔Βݟతʹҙۃ
たͬたݸ�ɺͩࠩݸ�けͲɺ͢ ͍͝େ人໨ઢͰҙ͘ݟΕたʢٽʣΈΜͳ༏し͍ʂʂ
࢘ձのΑ͏ͳཱͪҐஔʹ͍て͘ΕたのͰٞ࿦がԁ׈ʹਐΜ͔ͩΒ。
ෳࡶͳ͜ͱを؆୯ͳ͜ͱʹまͱΊて͘Εた。
෼͔Βͳ͍͜ͱ΍ҙݟが΄し͍ͱ͖ʹखॿけして΋Β͑た͔Β。
提Ҋձの࣌ʹॿけΒΕた͔Β。
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